
慶
応
三
年
備
後
国
東
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究

は
　
じ
　
め
　
に

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
正
月
二
五
日
未
明
、
中
国
山
地
に
位
置
す
る
広
島

藩
領
備
後
国
恵
蘇
郡
南
部
一
帯
よ
り
起
こ
っ
た
一
揆
は
、
ま
た
た
く
問
に
郡
全

体
に
波
及
し
た
。
本
稿
は
こ
の
「
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
」
の
基
礎
構
造
と
過
程
と

を
検
討
す
る
。
昭
和
三
六
年
.
故
脇
坂
昭
夫
氏
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ

(
1
)
た
こ
の
一
揆
は
、
そ
の
後
幕
末
広
島
藩
に
お
け
る
「
世
直
し
」
騒
動
の
一
事
例

(
2
)

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
事
実
認
識
の
点
に
お
い
て
は
脇
坂
氏
の
研

究
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ

の
後
の
史
料
発
掘
に
よ
っ
て
得
た
若
干
の
史
料
を
素
材
と
し
て
、
脇
坂
氏
の
論

稿
で
ふ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
揆
の
基
盤
た
る
農
村
構
造
、
と
く
に
貧
幾
層

や
半
プ
ロ
層
と
い
っ
た
畏
民
諸
階
層
の
具
体
的
な
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す
る

(
3
)

こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
一
揆
の
特
質
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
.
論
点
・

実
証
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
今
後
の
史
料
調
査
で
補
充
し
て
い
き
た
い
が
、
農

民
支
配
の
特
質
に
つ
い
て
は
未
考
の
点
が
多
く
、
部
分
的
に
し
か
取
り
あ
つ
か

え
な
か
.
つ
た
。
.
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
前
掲
注
に
示
し
た
頼
・
豊
田

慶
応
三
年
備
後
国
意
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

中
　
　
山
　
　
富
　
　
広
　
　
l

氏
の
論
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
紙
数
の
都
合
上
、
先
学
の
業
績
や
図
表
、

典
拠
史
料
な
ど
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
『
芸
備
地
方
史
研
究
』

一
三
七
号
に
資
料
紹
介
を
行
な
っ
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

註
(
1
)
　
脇
坂
昭
夫
・
「
慶
応
三
年
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
」
(
『
芸
備
地
方
史
研
究
』

三
六
・
三
九
)
。

(
2
)
　
豊
田
寛
三
「
長
州
戦
争
と
村
落
の
動
向
」
(
『
近
世
社
会
経
済
史
論

集
』
所
収
)
、
頼
祓
一
「
<
世
直
し
の
状
況
>
下
に
お
け
る
諸
階
級
の
動

向
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
二
年
度
別
冊
特
集
号
)
等
々
。
な
お
煩
「
民

衆
思
想
論
」
(
『
講
座
日
本
近
世
史
9
』
所
収
)
は
新
史
料
を
援
用
し
な

が
ら
、
と
く
に
農
民
支
配
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
　
(
二
八
一
～
六
頁
)
。

(
3
)
　
近
年
「
豪
晨
-
半
プ
ア
」
論
、
就
中
半
プ
ロ
層
の
存
在
形
態
に
つ
い

て
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
久
留
島

浩
氏
の
佐
々
木
潤
之
介
『
世
直
し
』
に
対
す
る
書
評
(
『
歴
史
学
研
究
』

l
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四
九
二
)
が
あ
る
。
晨
村
に
お
け
る
下
層
民
を
半
プ
ロ
層
に
一
般
化
し

て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
具
体
的
な
存
在
形
態
を
示
す
こ
と
が
、
い
ま
必

要
不
可
決
な
作
業
で
あ
ろ
う
。

一
、
一
摂
取
社
会
経
済
的
背
景

1
　
幕
末
期
備
後
国
恵
蘇
郡
の
概
況

文
化
年
間
、
三
次
・
恵
蘇
郡
の
代
官
の
地
位
に
あ
っ
た
頼
香
坪
が
「
宅
の
架

言
」
の
な
か
で
、
一
揆
多
発
の
難
治
の
郡
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
恵

蘇
郡
は
中
国
山
地
に
位
置
し
、
気
候
寒
冷
、
低
生
産
力
地
域
で
あ
っ
た
。

ま
ず
人
口
の
増
減
を
み
る
と
、
享
保
六
年
　
(
一
七
二
一
)
　
か
ら
文
政
三
年

一
(
一
八
二
〇
)
　
の
一
〇
〇
年
間
に
か
け
て
、
約
三
割
も
人
口
が
激
減
し
て
い
る

こ
と
は
注
日
さ
れ
よ
う
。
一
一
F
あ
た
り
の
家
族
人
口
も
文
政
三
年
に
は
三
・
七

八
人
と
低
く
、
.
杏
坪
の
い
う
「
難
渋
之
郡
柄
」
　
(
「
春
草
堂
秘
録
」
)
　
を
実
に
よ

く
象
徴
し
て
い
る
。
人
口
が
増
加
し
っ
つ
あ
っ
た
幕
末
期
に
お
い
て
も
、
「
彼
(
1
)

是
出
来
立
米
二
而
ハ
御
上
納
へ
引
足
不
申
、
畑
物
売
捌
正
米
買
入
御
蔵
納
仕
」

(
2
)

り
、
「
御
年
貢
上
納
跡
難
渋
者
共
必
至
飯
用
差
闘
」
　
え
る
状
態
が
慢
性
的
に
続

い
て
い
た
。

ま
た
恵
蘇
郡
は
「
荒
所
」
や
「
揚
り
百
姓
」
が
多
く
、
山
間
部
に
特
有
な
製

紙
業
も
み
ら
れ
ず
、
浮
儲
に
乏
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
時
代
が
や
や
遡
る
宝

暦
期
～
寛
政
期
の
差
出
帳
に
よ
る
と
、
三
組
(
比
和
・
高
野
山
・
口
村
)
二
七

か
村
の
う
ち
「
浮
儲
無
御
座
」
と
し
た
村
が
八
か
村
も
あ
り
、
残
り
は
山
稼
、
運

輸
、
製
鉄
に
携
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
一
揆
の
発
火
点
と
な
っ
た

~表1特高別階層構成の事例
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1

なお当時は元素谷も含んでいた.元抜年間分hr古屋短足平段パr比和の自然と匿史J第4集)によも・注1)

2)r人別名電機J(ヱ轟音文書)によも.

3)r皇紀円大内H戸口綴」(伊吹家文書)による.

4)r玉露=新市け戸口軌(同山による.ただしr左方分」のみ・Ⅰは淳遇14・、五郎左衛門下作2・

(伊吹)要田霊下作1.・・の書I応は盟戸分のみ.

5)武井卵囁末拡島藩におけもーn穴経乱(r芸騙地方史研丸47)一二よる・ただし区分単位lよ反別であったが・

1反-1石としてそのまま用いた.

5)r編後屈雷蘇石田別は楓旺尿市文化財保瑾委員会r第一期資料■一)に1も・

7〉rG後屈雷昆已田短村名電綴J偶上)によも.

8〉河付記二瓜r雷Ⅸ田射相性人一校実株式取り分ケ綴」(r芸馳方史研究Jl・42〉:よる・
のr宣昆巳田笈け百仕入】現実株式取分ケ岐JP第一期資料も)によき・

10)r殿垣内け人別之高批はけ宕文書し●は一軒相愛を含む・史料の性質上一缶に入作を含むものと考える・



恵
蘇
郡
南
部
(
山
内
南
北
両
組
)
　
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
本
郷
村
で

は
「
百
姓
共
良
問
隊
之
義
男
女
と
も
一
円
無
御
庄
」
、
尾
引
村
で
は
　
「
百
姓
共

員
間
接
之
債
、
草
履
・
わ
ら
じ
・
鎧
少
々
手
践
致
し
、
其
外
御
鉄
荷
物
庄
原
町

(
3
)

λ
書
全
町
・
三
次
町
へ
少
々
運
送
駄
賃
應
任
侠
」
状
態
で
あ
っ
た
。
明
治
一
〇

年
の
「
全
国
農
産
表
」
を
み
て
も
、
.
米
」
麦
・
雑
穀
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
わ

ず
か
に
持
・
麻
・
茶
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す

る
と
、
近
世
後
期
恋
戸
内
海
沿
岸
地
域
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
商
業
的

員
菜
の
展
開
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
最
後
に
、
.
持
高
別
階
層
構
成
か
ら
恵
蘇
郡
農
村
の
特
質
を
指
摘
し
て
お

こ
う
　
(
表
1
)
。
第
一
に
、
田
原
村
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
世
を
通
じ
て
名

請
百
姓
数
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
後
藤
陽
一
氏
が
瀬
戸
内
沿
岸

(
4
)

地
域
で
分
析
し
た
よ
.
う
に
、
享
保
か
ら
文
政
の
一
〇
〇
年
間
に
か
け
て
名
詩
百

姓
数
が
倍
加
し
て
い
る
事
実
と
は
著
し
い
対
厩
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、
こ

れ
も
田
原
村
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
玉
石
以
下
層
の
減
少
が
指
摘
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
第
三
に
、
両
極
分
解
と
い
う
良
民
層
の
分
化
の
事
実
は
析
出

で
き
ず
、
典
型
的
に
は
元
常
谷
の
よ
う
に
五
～
二
〇
石
に
集
中
す
る
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
半
プ
ロ
層
に
措
定
さ
れ
る
浮
過
の
数
も
少
な
く
、
表
示
の
ほ

か
に
、
本
郷
村
で
は
安
政
期
に
百
姓
七
五
軒
・
浮
過
六
軒
、
同
じ
く
尾
引
村
で

(
5
)

百
姓
四
六
軒
・
浮
過
五
軒
と
低
い
割
合
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
も
沿
岸
地
域
と
著

し
い
対
厩
を
な
し
て
い
る
。

註
(
1
)
(
3
)
(
5
)
　
広
島
県
庄
原
市
岩
武
家
文
書
「
御
尋
之
趣
中
上
頸
書
籍
梱

控
」
(
安
政
三
年
)
。

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

(
2
)
.
広
島
県
比
婆
郡
高
野
町
伊
吹
家
文
書
「
御
紙
上
書
細
」
(
文
久
三
年
)
。

(
4
)
　
後
藤
陽
一
「
一
九
世
紀
山
陽
筋
晨
村
に
お
け
る
富
農
経
営
の
性
格
」

(
『
史
学
雑
誌
』
六
三
-
」
七
)
。

1
　
2
　
村
借
財
と
趣
法
米
.

・
・
」
-
広
島
藩
文
久
改
革
の
一
側
面
と
し
て
　
ー

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
恵
蘇
郡
は
極
度
の
難
渋
郡
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
桁

杏
坪
は
現
実
の
晨
村
の
疲
弊
に
接
し
て
、
高
利
の
借
米
銀
に
よ
る
「
民
力
」
の

衰
弱
、
そ
れ
を
凌
ぐ
た
め
の
「
御
下
ケ
米
」
の
拝
借
と
い
っ
た
晨
民
の
恒
性
的

な
負
債
状
況
を
知
り
、
広
島
藩
の
「
御
下
ケ
米
」
が
決
し
て
島
村
を
.
「
本
復
」

に
す
る
途
に
は
な
り
え
な
い
と
醇
の
政
策
構
造
を
批
判
し
た
。
杏
坪
は
広
島
藩

の
良
民
支
配
を
た
と
え
て
「
病
気
差
重
り
侯
上
二
両
人
参
相
用
ひ
侯
而
も
難
屈

様
成
物
哉
と
奉
存
侯
」
と
批
判
し
、
彼
自
身
「
重
り
不
申
前
二
養
生
仕
」
=
年

貢
減
免
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
(
「
杏
翁
意
見
」
)
。

し
か
し
そ
の
後
も
藩
が
と
っ
た
政
策
は
「
養
生
」
策
で
は
な
く
、
農
民
に
貸

し
与
え
た
「
人
参
」
の
回
収
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
上
れ
が
天
保
年
間
よ
り
実

施
さ
れ
た
趣
法
米
で
あ
る
。
趣
法
米
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
未
進
年
貢
米
や
貸
付

米
銀
の
上
納
を
免
除
し
、
そ
の
か
わ
り
に
二
割
の
利
子
を
つ
け
て
年
賦
で
取
立

て
て
郡
独
自
に
積
み
た
て
、
殖
産
や
借
金
返
済
に
苦
し
む
晨
民
に
融
資
し
よ
う

(
1
)

と
し
た
、
農
村
疲
弊
防
止
を
め
ざ
し
た
趣
法
で
あ
っ
た
。
以
下
、
趣
法
米
を
検

討
す
る
の
は
、
一
揆
の
発
端
が
こ
の
趣
法
米
の
運
営
に
農
民
が
疑
惑
を
も
っ
た

こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
恵
蘇
郡
に
お
け
る
支
配
の
特
質
が
こ
の
趣
法

米
取
立
て
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
.
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
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四

元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
、
旧
来
の
趣
法
米
は
文
久
改
革
を
契
機
と
し
て
改
変

さ
れ
、
新
趣
法
米
な
る
取
立
て
方
式
に
か
わ
る
が
、
そ
の
分
析
の
前
に
村
々
の

藩
府
へ
の
借
米
高
濫
っ
い
て
み
て
お
こ
う
。
表
2
は
高
野
山
組
村
々
の
元
治
元

年
と
明
治
元
年
に
お
け
る
累
積
借
米
高
、
な
ら
び
に
一
戸
当
た
り
の
借
米
高
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
治
元
年
に
六
七
四
二
石
余
の
借
米
で
、
全
村
と
も
借

米
高
が
村
高
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
一
戸
当
た
り
の
借
米
高
を
み
て
み
る

と
多
い
村
で
南
村
の
二
九
石
余
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
新
市
村
の
六
二
二
石
余
で

あ
り
、
・
こ
れ
に
畏
民
相
互
の
借
米
銀
の
私
信
を
考
え
る
な
ら
ば
、
莫
大
な
倍
米

銀
の
も
と
で
疲
弊
に
あ
え
ぐ
良
民
の
存
在
を
想
像
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

ゆ
え
に
比
和
勒
番
所
か
ら
の
、
家
の
戸
口
に
持
高
や
借
財
を
書
い
て
張
ら
せ
る

と
い
う
農
民
に
と
っ
て
は
こ
の
上
も
な
い
屈
辱
的
な
触
書
は
、
決
し
て
誇
大
化

(
2
)

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

さ
て
文
久
三
年
(
l
八
六
三
)
よ
り
着
手
さ
れ
た
広
島
藩
の
郡
政
改
革
の
本

(
3
)

質
は
封
建
反
動
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
久
改
革
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
新
趣
法
米
取
立
て
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
性
格

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い

(
4
)

部
分
も
あ
る
が
、
代
官
添
田
伊
久
登
の
達
書
に
そ
の
政
宗
意
図
や
基
本
的
な
取

立
方
式
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
新
趣
法
の
機
要
は
、
H
こ
れ
ま
で
永
年
拭
等
で
上
的
し
て
い

た
借
米
を
、
年
賦
(
七
か
年
お
よ
び
玉
か
年
扶
)
で
取
立
て
る
。
し
た
が
っ
て

前
年
度
ま
で
と
は
違
っ
て
〓
ハ
〓
ハ
石
余
の
「
多
分
之
増
取
立
」
に
な
る
。
⇔

し
か
し
こ
の
趣
法
米
の
用
途
は
高
利
の
借
米
に
苦
し
む
良
民
の
た
め
に
「
高
利

払
替
方
へ
ふ
り
向
」
け
、
か
つ
積
立
て
ら
れ
た
趣
法
米
に
は
一
割
の
利
息
を
つ



け
る
。
⇔
そ
し
て
こ
の
「
多
分
之
増
取
立
」
は
年
貢
免
割
を
郡
全
体
で
二
七
〇

一
石
余
沌
免
し
て
い
る
の
で
、
良
民
に
と
っ
て
は
「
余
程
之
免
下
り
」
に
な
る

こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
年
あ
ら
た
に
一
六
二
ハ
石
余
の
増
取
立

て
に
な
っ
て
も
減
免
分
を
考
慮
す
れ
ば
、
前
年
と
比
較
し
て
も
な
お
一
〇
八
五

石
の
減
免
と
な
る
か
ら
「
此
上
も
な
き
結
楕
之
事
」
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
事
実
は
は
た
し
て
代
官
添
田
の
口
演
ど
お
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
怨
法
米
が
実
際
に
良
民
の
「
高
利
払
書
方
」
へ
ふ
り
向
け
ら
れ
た
か
に
つ

(
5
)

い
て
も
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
次
に
「
郡
免
割
之
減
少
」
と

い
わ
れ
た
良
民
負
担
の
状
況
を
み
て
お
こ
う
。
表
3
ほ
高
野
山
組
に
お
け
る
弘

表3.高野山組の免割

弘化3年l慶応3年

1052.618

77.7695

322.4571

319.7091

1053.15

59.9095

384.2635

成
米
米
米

納
役
上

物

上
人
返

定
講
話
諸

37.349

12.135

0.18

851.5277

202.4347

22.985

13.623

36.817

12.135

111.6284

0.194

切畑定物成
新畑定物成

毛上合力米

見　　取　　米

作食米元利
諸　返　上　米

早　　手　　米

人別不足元利

計　　陣8・0974I2912瀾6
注)伊吹家文書「恵蘇郡高野山組当御免割辻寄増減
横貫帳」(弘化3年)、「窓蘇郡高野山組御免割
増減辻寄帳」(慶応3年)による。

表4　高野山組同大内村の免割

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)



表5　高野山組における趣法米積立敏

新市村l和南原村】岡大内村l上里原村l高暮村

a　子年返上趣法御預米

a′利(丑年利足)

b　丑年返上趣法御預米

C　小計(a+a'+b)

C′利(寅年利足)

d　寅年返上趣法御預米

e　小計(C+C′+d)

e'利(卯年利足)

f　卯年返上趣法御頸米

7.3504

84.3585

165.2128

16.5213

70.3533

252.0874

25.2087

70.3533

3.6043

55.0238

94.6715

9.4671

50.9428

155.0814

15.5081

50.9428

3.2753

35.5686

71.5974

110.1471

108.0462

141.1508

1.2976

29.3556

43.6296

76.8546

7.6855

・28.862

総　　　　　　　　 計 347 .64 94 2 21.5323 152 .5518 185 .9659 113 .4021

内 (利　 足　 分) (49 .0804) (28 .5719) (21 .4497 ) (32 .6812 ) (13 .3461)

注)伊吹家文書「恵蘇郡高野山組諸返上怨法取立米書出帳」より作成。子年は元

治元年。
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化
三
年
(
一
八
四
六
)
と
慶
応
三
年
の
免
割
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
全

体
的
に
は
お
よ
そ
一
七
五
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
慶
応
三
年
分

か
ら
諾
近
上
米
-
-
趣
法
米
五
二
二
石
余
と
、
作
食
米
元
利
の
元
米
七
七
三
石
余

(
利
息
一
割
)
と
を
差
引
い
て
も
〓
ハ
一
七
石
余
と
な
り
、
弘
化
三
年
の
免
割

と
差
は
な
い
。
も
っ
と
も
弘
化
三
年
と
慶
応
三
年
の
二
か
年
だ
け
で
比
較
す
る

の
は
危
険
で
あ
る
か
ら
、
次
に
表
4
を
作
成
し
て
み
た
。
高
野
山
組
同
大
内
村

の
免
割
状
況
で
あ
る
。
前
述
の
方
式
で
改
革
後
の
二
か
年
を
計
算
し
て
み
る

と
、
元
治
元
年
二
二
六
石
余
、
慶
応
三
年
二
二
〇
石
余
と
な
り
、
改
革
前
と
比

べ
て
も
そ
う
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
代
官
添
田
伊
久
重
の
い
う

「
郡
免
割
之
沌
少
」
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
趣
法
米
の
「
増
取
立
」
が
増
徴
部
分
と
し
て
良
民
の
負
担
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
表
3
・
表
4
に
よ
れ
ば
負
担
の
総
領
丘
実
に
二
倍
近
く
に
増
え
て

い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
新
趣
法
米
取
立
て
は
郡
政
改
革
の
一
環
と
し

て
恵
蘇
郡
で
実
現
さ
れ
た
封
建
反
動
的
な
一
政
策
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

最
後
に
、
こ
の
趣
法
米
積
み
た
て
の
実
態
を
確
認
し
て
お
こ
う
(
衷
5
)
。
表

示
し
た
ご
と
く
各
積
立
て
米
に
は
一
割
の
利
息
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
新
市
村

を
例
に
と
る
と
、
四
年
間
に
三
〇
〇
石
足
ら
ず
の
積
立
て
で
三
四
七
石
余
積
立

て
た
こ
と
に
な
る
(
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
借
米
に
対
す
る
藩
の
貸
付
け
利

足
は
二
割
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
利
息
一
割
の
年
賦
)
。
し
か
し
こ
れ
ら
趣
法

米
が
順
当
に
積
み
た
て
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
山
内
南
北
組
、
口
村
組

村
々
で
は
「
作
食
基
立
返
納
米
」
が
「
其
後
村
々
難
渋
仕
法
相
約
」
　
っ
た
た
め

(
6
)

に
、
「
必
至
難
捌
未
進
出
来
湧
」
、
す
な
わ
ち
趣
法
米
積
立
て
の
た
め
に
作
食
米

元
利
(
趣
法
米
よ
り
は
る
か
に
多
額
で
あ
る
こ
と
に
注
意
)
が
未
進
の
状
態
に

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
板
杏
坪
の
言
を
借
り
て
比
喩
的
に
述
べ
た
よ

う
に
、
幕
末
広
島
藩
の
支
配
は
「
養
生
」
策
で
は
な
く
、
利
足
付
き
の
「
人
参
」

の
貸
与
と
そ
の
回
収
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
慶
応
三
年
三
月
、
藩
は
忌
蘇
郡
に
お

い
て
「
第
一
百
姓
共
皆
我
が
身
之
上
之
事
二
俣
得
者
、
上
へ
之
も
た
れ
気
斗
り

こ
而
者
所
詮
行
届
侠
訳
ニ
∴
無
之
候
間
、
毯
々
相
塚
キ
・
食
延
し
方
厚
勘
弁
い

(
7
)

た
し
不
申
而
者
、
天
道
こ
そ
相
叶
不
申
義
二
侯
」
と
、
「
人
参
」
の
貸
与
さ
え
拒
∴

否
す
る
方
向
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
屈
辱
的
な
支
配
と
難
渋
郡
の
な
か
で
長
氏
が
い
か
に
存
在

し
て
い
た
か
、
そ
れ
が
次
項
以
下
の
課
題
で
あ
る
。

註
(
1
)
　
前
掲
脇
坂
論
文
、
し
か
し
氏
の
典
拠
史
料
は
不
明
で
あ
る
。

(
2
)
　
伊
吹
家
文
書
「
御
紙
上
吉
和
」
　
(
文
久
三
告
、
司
広
島
県
史
　
近
世

資
料
編
Ⅳ
』
二
一
一
四
号
、
な
お
頼
「
民
衆
思
想
論
」
を
参
照
さ
れ
た

ヽ

　

0

-
V

(
3
)
　
畑
中
誠
治
「
幕
末
広
島
藩
に
お
け
右
藩
政
改
革
に
つ
い
て
」
(
『
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
』
二
七
-
一
)
、
氏
の
理
解
に
基
本
的
に
賛
同
す
る

が
、
支
配
機
構
の
考
察
に
と
ど
ま
ら
ず
農
村
の
動
向
と
密
接
に
か
ら
め

な
が
ら
論
を
展
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
(
6
)
　
伊
吹
家
文
書
「
添
田
伊
久
登
古
志
蘇
郡
各
村
返
納
米
二
付
達

書
」
(
元
治
元
年
)
、
趣
法
米
の
取
立
方
式
は
組
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
、
詳
細
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

(
5
)
　
足
利
角
蔵
著
『
神
川
平
助
事
績
録
』
(
昭
和
八
年
刊
)
　
に
よ
れ
ば
、

「
仕
法
と
し
て
費
や
せ
し
処
は
実
に
小
民
の
歓
を
買
い
た
る
極
致
是
に

七
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過
ぎ
ず
」
、
「
取
立
の
米
に
対
し
て
九
牛
の
一
毛
に
だ
に
及
ば
ず
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
農
民
の
l
「
高
利
払
替
方
」
　
へ
ふ
り
向
け
ら
れ
た
こ
と
は

認
め
が
た
い
。

(
7
)
　
伊
吹
家
文
書
「
御
紙
上
書
和
」
(
文
久
三
年
)
。

3
　
農
民
の
存
在
形
態
(
そ
の
1
)

-
　
元
常
谷
を
中
心
と
し
て
　
-

受
」
で
は
主
に
元
常
谷
に
お
け
る
上
位
県
民
の
経
営
に
つ
い
て
ふ
れ
、
次
項

で
田
原
村
を
素
材
と
し
て
農
民
層
の
実
態
に
つ
い
て
立
ち
入
.
っ
て
い
き
た
い
。

元
常
谷
(
現
広
島
県
腋
囁
郡
比
和
町
)
は
比
和
村
の
東
に
位
置
し
、
い
ま
で

も
ひ
っ
そ
り
と
し
た
谷
あ
い
の
、
小
さ
な
村
で
あ
る
。
表
1
に
文
政
一
一
年

(
一
八
二
六
)
、
段
階
の
持
高
別
階
層
構
成
を
示
し
て
潔
い
.
た
。
村
高
二
六
二
石

(
l
)

余
、
戸
数
二
四
戸
(
幕
末
に
い
.
た
っ
て
も
不
変
)
、
村
高
の
う
ち
無
主
地
一
八

石
余
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
典
型
的
な
中
位
へ
の
桒
中
を
特
色
と
し
て
い
る
。

さ
て
表
6
は
そ
の
林
右
街
門
家
の
頁
租
高
と
上
納
高
な
ら
び
に
文
久
元
年
以

降
の
収
壁
局
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
述
べ
て

み
た
い
。
第
一
に
、
弘
化
～
安
政
年
間
に
は
未
進
が
多
く
、
安
政
六
年
・
万
延

元
年
以
降
は
年
貢
皆
済
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
明
治
二
年
凶
作
時
は
明

ら
か
に
未
進
)
。
第
二
に
、
作
食
米
元
利
と
詔
返
上
米
の
減
少
に
伴
な
っ
て
頁

税
額
が
文
久
以
降
低
下
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
二
点
か
ら
す
る

と
、
林
右
街
門
家
は
文
久
以
降
安
定
的
な
経
営
を
保
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

た
だ
こ
の
安
定
が
生
産
力
的
発
展
を
基
礎
に
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
史
料

の
制
約
上
明
ら
か
で
な
い
。
表
か
ら
言
え
る
こ
と
は
元
治
元
年
ま
で
に
諸
返
上

八

(
2
)

米
(
趣
法
米
)
と
作
食
米
元
利
を
返
済
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
お
そ

ら
く
天
保
・
弘
化
年
間
の
凶
作
に
よ
る
未
進
や
拝
借
米
元
利
の
返
済
が
安
政
年

間
ま
で
及
ん
だ
と
す
る
の
が
実
情
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
文
久
以
降

は
手
元
に
残
る
作
得
米
が
毎
年
一
〇
主
二
〇
石
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
三

と
し
て
諸
掛
米
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
後
述
(
二
節
2
)

す
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
組
頭
信
平
家
の
経
営
収
支
の
検
討
に
う
つ
る
。

元
常
谷
の
庄
屋
は
川
北
村
か
ら
の
入
役
で
あ
る
か
ら
、
信
平
家
は
谷
内
で
は

最
高
の
家
格
で
あ
っ
た
。
文
政
二
年
に
お
け
る
特
高
は
一
二
石
余
で
あ
る

が
、
表
7
の
剰
余
米
(
こ
こ
で
は
収
軽
米
よ
り
頁
租
・
鮫
用
米
を
差
引
い
た
残

り
を
剰
余
米
と
し
て
い
る
)
か
ら
推
測
し
て
、
幕
末
期
に
は
一
五
～
二
〇
石
ぐ

ら
い
と
思
わ
れ
る
。
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
.
と
同
三
年
の
「
大
福
万
覚
帳
」

か
ら
信
平
家
の
経
営
収
支
を
算
出
し
た
も
の
が
表
7
で
あ
る
。
収
支
差
引
が
文

久
元
年
に
五
四
匁
余
、
同
三
年
に
三
九
〇
匁
余
と
赤
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
白
し
た
い
。
し
か
し
こ
れ
は
貸
付
米
と
前
年
度
貸
付
返
却
米
を
見
れ
ば
明
ら

か
な
よ
う
に
、
貸
付
返
却
米
が
十
分
回
収
さ
れ
て
い
た
い
た
め
に
お
こ
っ
た
現

象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
実
質
的
に
は
黒
字
で
.
あ
っ
た
こ
と
は

(
3
)

言
ケ
ま
で
も
な
い
。

そ
の
信
平
家
の
貸
付
米
を
谷
内
に
限
っ
て
整
理
し
た
の
が
表
8
で
あ
る
。
勇

治
二
年
は
未
曽
有
の
大
凶
作
で
あ
っ
た
か
ら
例
外
と
し
て
も
、
持
高
の
小
さ
い

良
民
に
限
ら
ず
、
一
〇
石
以
上
の
員
氏
も
貸
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

表
の
右
欄
は
、
郡
役
所
(
比
和
勒
番
所
)
か
ら
の
精
米
高
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
、
田
畑
を
質
入
れ
し
て
米
を
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
(
こ
れ
が
郡
役
所
直
営

の
質
場
所
か
)
。
吉
右
衛
門
や
友
右
衛
門
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
一
二
石
台
の
持



表6　元常谷林右衝門家の責租内容と上納高
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注1)比和町田中家文書、各年度丁元常谷御年貢米受取通」による。但し、収複

高は「田地年々収穫覚帳」による。

2)*は、実数値と合わないが、原史料の値をそのまま記入した。榊のαは「庄

屋元替元利」`分。



高
で
あ
っ
て
も
大
口
の
借
米
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
忌

蘇
郡
に
お
い
て
は
一
〇
石
以
上
の
長
氏
と
い
え
ど
も
決
し
て
安
定
的
た
り
え
な

い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
(
次
項
参
照
)
。

次
に
同
じ
く
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
お
け
る
信
平
家
の
日
産
を
み
て
み

る
と
、
良
兵
衛
(
二
石
余
)
・
林
右
街
門
(
一
七
石
)
・
濵
六
(
一
二
石
余
)

ら
も
日
雇
労
働
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
雇
賃
は
一
日
一
人
平
均
、
銀

に
し
て
〇
・
四
～
〇
・
五
匁
、
米
で
は
五
合
か
ら
一
升
と
な
っ
て
い
る
。
さ
し

た
る
「
浮
儲
」
が
存
在
し
な
い
元
常
谷
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
質
錠
が
少
額
で
あ

っ
て
も
被
屋
傭
農
民
に
と
っ
て
は
貴
重
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。

以
上
、
上
位
県
民
の
経
営
分
析
の
視
点
か
ら
良
民
の
存
在
形
態
を
み
て
き
た

表7　倍平家の収支状況

計

付

計

支

注1)比婆郡比和町近藤家文書、「大福万覚
帳」(万延2年,文久3年)-より作成。

2)文久元年は石相場にしたがって石に付
き150日、文久3年は125匁とした。
3)公課、飯用米はあらかじめ捨象した。
したがって副食費は酒、塩、~その他副
食品の支出である。

表8　谷内百姓への貸付米

B　信平家の貸付米

匝久元匝久車

C郡役所の貸付米

慶応元1慶応2

溝　下　幸四郎
下鋳屋　丈右街門
中　間　吉右衛門
有　角　友右街門
下　浜　恵　　六
上　浜　良兵衛
堂之段　抑兵衛
中　臣　良　　書

上実石　嘉三郎
中　浜　要左街門
宮　崎　丈右街門
中風呂　伴右衛門
宮　崎　床次郎
道ノ下　平　　書
横　地　栄三郎
山　校　勘右転門
前実石　三　　成

15.656

15.34

12.722

12.377

12.112

11.411

10.咲)1

10.526

10.445

10.217

8.995

8.991

8.842

7.946

6.015

5.422

5.318

6　50　1　20　0　0

5　6

3　9　0　3

0　0　0　0 乱..._:
51　1　6　5　9

ハ

U

 

O

 

O

1

　

0

1.2

5.6

1.0

1.9

4.0

注)Aは比和町近藤家文書「人別名寄帳」(文政11年)、Bは近藤家文書「大福万
克帳」、Cは庄原市黒田家文書「恵蘇郡元常谷人別拝借証文」による。
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が
、
要
約
す
る
と
、
持
高
一
〇
石
以
上
の
農
民
で
あ
っ
て
も
決
し
て
安
定
的
な

経
営
た
り
え
な
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て
一
部
の
村
役
人
は
必
然
的
に
高
利
貸
的

性
格
を
帯
び
て
く
る
。
貧
農
層
(
一
般
農
民
層
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
)

は
家
計
堕
九
の
た
め
、
村
役
人
層
へ
労
働
力
を
提
供
し
賃
銀
を
得
る
。
こ
の
三

点
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
賃
稼
ぎ
の
機
会
が
数
多
く
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
山
内
北
組
本
彷
村
庄
屋
嘉
右
街
門
家
の
日
雇
状
況
を
検
討
す
る
と
、
集
中
的

な
労
働
力
を
要
す
る
農
繁
期
以
外
は
、
日
雇
の
機
会
が
閉
き
れ
て
お
り
、
と
く

に
文
久
元
年
に
は
五
月
・
六
♂
十
二
月
は
日
雇
を
入
れ
ず
、
「
座
」
を
も
つ
譜

代
的
農
民
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
農
民
に
と
っ
て
労
働
力
を
提
供
し
た

べ
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
賃
労
働
の
場
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
一
揆
終
結
後
の
慶
応
三
年
二
月
、
「
今
度
百
姓
共
多
人
数
相
集
り
候
根

元
者
、
去
年
不
作
之
所
御
年
貢
方
之
義
ハ
志
宜
上
納
致
、
其
跡
難
渋
及
供
よ
り

差
逼
り
不
風
俗
之
所
業
こ
も
到
り
候
(
中
略
)
村
方
成
立
之
も
の
共
普
請
作
事

相
営
候
も
の
も
可
有
之
欺
、
尤
其
儀
見
合
之
も
の
ハ
手
当
テ
之
飯
用
等
相
等
之

直
段
ヲ
以
売
払
迫
シ
、
相
互
二
実
意
勘
弁
相
臥
欝
、
と
い
う
藩
の
蝕
書
に
も

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
賃
労
働
の
機
会
を
成
立
農
民
が
普
請
作
事
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
拡
大
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま

さ
に
商
品
生
産
に
乏
し
い
後
進
地
か
つ
難
渋
郡
を
象
徴
す
る
蝕
容
で
あ
っ
た
。

註
(
1
)
　
比
婆
郡
比
和
町
近
藤
家
文
書
「
元
常
谷
当
御
年
貢
諸
上
納
中
算
用
セ

リ
約
帳
」
(
慶
応
四
年
)
。

(
2
)
　
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
表
2
に
示
し
た
村
借
財
は
主
に
中
・
下
層
晨

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

民
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
　
こ
の
よ
う
な
現
象
は
烹
蘇
郡
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
意
味

あ
い
は
若
干
異
な
る
が
、
慶
応
一
二
年
新
市
町
年
寄
と
下
湯
川
村
庄
屋
は

藩
か
ら
米
を
拝
借
し
た
が
、
返
済
期
限
ま
で
「
元
利
皆
済
之
業
難
出
来
」

く
、
九
九
石
の
う
ち
五
四
石
の
返
済
に
と
ど
ま
っ
た
。
原
因
は
「
其
実

難
渋
老
共
へ
貸
付
罷
在
悉
皆
ハ
難
約
」
い
か
ら
で
あ
っ
た
(
伊
吹
家
文
.
.

書
「
御
紙
上
細
帳
」
)
。

(
4
)
　
庄
原
市
岩
武
家
文
書
「
万
党
帳
」
(
万
延
二
年
)
。

(
5
)
　
岩
武
家
文
書
「
郡
中
惣
百
姓
騒
動
一
件
諸
相
」
(
慶
応
一
二
年
)
。

4
　
農
民
の
存
在
形
態
.
(
そ
の
2
)

-
　
田
原
村
を
中
心
と
し
て
　
ー

本
項
は
恵
蘇
郡
で
も
南
部
に
位
置
す
る
山
内
北
組
田
原
村
を
取
り
あ
げ
る
。

寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
　
の
差
出
帳
に
よ
れ
ば
、
田
原
村
は
「
中
下
之
村
与
相

見
へ
申
候
待
共
、
薪
草
山
無
御
座
村
内
地
せ
ま
く
浮
所
務
無
御
座
、
渡
世
か
せ

(
1
)

き
無
御
座
万
事
難
渋
任
侠
故
、
下
々
之
村
と
相
見
へ
申
候
」
と
記
さ
れ
、
維
新

(
2
)

期
の
差
出
帳
に
お
い
て
も
同
様
の
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
「
近
年
ハ
用
水
も
相

届
只
今
こ
て
中
ノ
上
と
も
相
当
可
申
候
」
と
村
内
環
境
の
向
上
は
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
慶
応
元
年
(
一
八
六
四
)
　
の
「
恵
蘇
郡
田
原
村
百
姓
人
別

(
3
)

現
実
株
式
取
り
分
ケ
帳
」
の
分
析
を
試
み
た
い
。
こ
の
史
料
は
持
高
一
〇
石
以

上
が
〓
一
軒
と
約
半
数
近
く
存
在
し
、
し
か
も
牛
馬
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
ら
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
史
料
的
に
も
そ
れ
ほ
ど
め

あ
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
本
史
料
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
個
々
の

一
一



表9　持高と等級の相関
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注)番号は持高の多い順番である。

農
民
に
上
々
・
上
…
…
下
・

下
々
な
ど
と
等
級
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

等
級
づ
け
は
持
高
や
頁
租
負

担
、
家
族
人
口
や
借
財
さ
ら

に
は
渡
世
稼
ぎ
な
ど
を
考
慮

し
た
総
合
的
判
定
で
あ
る
。

そ
れ
を
持
高
と
の
相
関
で
表

示
し
た
の
が
表
9
で
あ
る
。

①
(
組
頭
)
・
②
(
庄
昆
)
の

上
々
は
当
然
で
あ
る
と
し
て

も
、
持
高
一
・
〇
九
石
の
⑳

が
上
に
、
八
・
三
八
五
石
の

⑯
が
こ
れ
ま
た
上
に
等
級
づ

け
ら
れ
、
逆
に
③
が
中
上
、

④
⑤
が
下
に
ラ
ソ
ク
さ
れ
て

い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

そ
こ
で
表
1
0
に
全
良
民
の

.
袋
業
経
営
的
実
態
と
で
も
い

う
べ
き
項
目
を
ぬ
き
だ
し
て

・
整
理
し
て
み
た
。
気
づ
い
た

点
を
二
、
三
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
第
一
に
、
農
業
収
支

l
二

の
差
引
と
そ
の
特
高
に
対
す
る
百
分
比
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
等
級
が
上

が
る
に
つ
れ
て
収
支
差
引
も
百
分
比
も
高
く
な
っ
て
い
る
　
ー
　
但
し
中
上
は
例

外
　
-
　
こ
と
で
あ
る
。
②
台
右
衛
門
の
七
石
余
、
三
八
%
を
筆
頭
に
①
⑦
と
続

く
。
⑲
⑳
は
小
高
持
な
が
ら
百
分
比
で
は
二
〇
%
前
後
と
高
い
数
値
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
下
・
下
々
は
相
対
的
に
低
い
数
値
で
あ
る
。
特
に
持
高

別
で
は
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
④
甚
六
、
⑤
菩
七
は
収
支
差
引
が
一
石
台
で
、

百
分
比
も
一
〇
%
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
第
一
で
述
べ
た
こ
と

を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
と
し
て
、
有
米
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中

上
よ
り
上
の
等
級
で
は
特
高
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
㊥
⑳
㊥
㊥
等
々
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
有
米
が
持
高
に
達
し
て
い
な
い
例
も
あ
り
、
全
体
的
に
特
高
に
対

す
る
有
米
の
比
率
は
低
い
。
こ
の
点
に
も
恵
蘇
郡
の
生
産
力
的
様
相
が
看
取
さ

れ
る
。
第
三
に
、
支
出
に
占
め
る
趣
法
米
の
割
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
下
々
で

は
支
出
の
一
割
近
く
を
占
め
、
上
々
・
上
で
は
ゼ
ロ
に
近
い
比
率
を
示
し
て
い

る
。
前
項
注
(
2
)
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
紐
法
米
取
立
て
は
お
も
に
中
・
下
層
農

(
4
)

民
に
い
っ
そ
う
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
三
点
に
わ
た
っ
て
表
1
0
か
ら
厩
観
し
た
が
、
次
に
家
族
構
成
を
示
し
た

表
1
1
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
ご
と
に
立
ち
い
っ
て
検
討
を
加
え

て
み
ょ
う
。

1
上
々
.
彼
ら
は
村
役
人
層
で
あ
る
。
②
台
右
荷
門
家
で
女
性
が
「
農
業
任

侠
」
で
な
く
、
「
働
車
中
侠
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
②
が
庄
屋
で
あ
り
下

人
を
撰
し
て
い
る
た
め
、
婦
人
が
直
接
野
外
労
樹
に
従
事
せ
ず
、
「
婦
人
木
綿

織
之
義
老
銘
々
二
迫
用
程
老
相
調
侠
」
と
い
っ
た
程
度
の
家
内
労
働
に
従
事
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
表
示
し
た
よ
う
に
、
①
で
家
来
三
人
、
②
で
下
男
一
人



表10　田原村農民の農業収支と階層構成

(普_ぎ)l(B~毘A.持高B.有米lC.支出!築免比等　級　人　名

雲::雲上モムI上々(雷雲品害

2.5413

2.4692

12.4087

11.5308霊芸雲霊出窓は35
③定右衛門

⑥市　太　郎

(釘彦　十　郎

、纏

14.577

13.6979

9.0323

8.9006

6.7285

5.7965

6.285

4.393

2.451

2.455

④甚　　　六

⑤喜　七　郎

⑪台右衛門受

⑭権右衛門

㊥広　三　郎

⑩六右衛門

⑳国　　　書

㊧喜七郎受

⑳喜七郎受

⑳十　次　郎

一　8.06

3.10

2.38

-　0.83

-2汀.82

-21.15

13.17

8.79-0.855

8.36　0.306

8.13　0.2014

9.29-0.0∝椙

9.76-0.495

0　　-0.081

0　:0.044

8.9519.805七

作

平

郎

郎

郎

ま

次
十
四

忠

喜

常

槌

新

次

く

㊥

⑬

㊨

㊥

㊨

⑳

⑳

.

j

 

l

々下Ⅵ

注)C.支出は貢祖と種籾等の農業支出である。
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山
)

を
雇
っ
て
い
る
こ
と
は
、
村

役
人
層
が
一
般
農
民
層
に
対

し
て
経
営
的
に
怪
位
に
あ
っ

た
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い

が
、
彼
ら
は
表
1
0
の
収
支
差

引
の
ほ
か
に
庄
星
・
組
頭
給

を
得
、
特
に
②
に
は
恵
蘇
郡

に
お
け
る
矛
盾
の
表
現
で
あ

る
一
二
五
夫
代
が
付
加
さ
れ
る

わ
け
で
あ
右
。
ま
た
前
項
で

得
た
分
析
の
精
巣
か
ら
推
測

す
れ
ば
、
一
般
農
民
層
(
特

に
下
・
下
々
)
　
に
対
し
高
利

貸
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
　
(
後
述
)
。

Ⅱ
上
　
こ
こ
で
は
⑯
⑳
が

な
ぜ
上
に
あ
げ
ら
れ
た
か
検

討
す
る
が
、
そ
の
前
に
⑦
市

三
郎
家
に
ふ
れ
て
お
く
。
⑦

は
有
米
の
持
高
に
対
す
る
比

率
が
村
内
で
最
も
高
く
(
持

高
に
対
す
る
指
数
二
二
九
)
、

生
産
力
的
諸
条
件
に
恵
ま
れ

二
二



表11日原村義民の家族構成

家
族

人

口

農業仕侯 働キ申候

　 括　稼　 ぎ

無就業

雇・
傭

労

働

農業ほ
か日雇
仕　侯
奉公商い そ の̀　他

I橿
7

7

田㊥回

国団園 ㊥㊨㊥

㊥㊥㊥回

匝】 ,

家来3

下男1

(∋

Ⅲ~㊥

㊥

7

8

1

回由㊥

回申㊥回㊤ ㊥

ヨ

囲①①⑦

固(り-

Ⅲ鑑
7

5

回㊥

国㊥国

団㊥ 6)(9 回

(9 回

◎

Ⅳ(9

①

3

6

9

【ヨ㊥

巨∃回

巨】回 ㊥ 回_ 匡】

㊥(喰物)

㊥

㊥①(り

㊦回①回

下男1

①

(∋

⑪

Ⅴ㊥

㊥

㊥

㊧

3

7

5

1

1

2

3

匡㊥㊥㊥.

区㊥回

㊥巨i㊥㊥

巨ヨ

㊥回

国 ・

□

回

回(桶屋職)

回

㊥(り

回

匠召

回

㊥ 5㊥

㊥

国㊤

◎

国回

巨ヨ(尾根ふき職)

回① -

㊥

㊥L

ll ㊥

㊥

㊧

㊨

7

4

5

2

3

2

ヨ㊥

回㊥

㊤㊥

回

国

(◎

㊥⑪回①

回回

(9回

注)巳は九〇は女、巳は戸主を示す。ただし、事壱右衝門愛、¢雷層七郎愛は宮族構成不明につき省略
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て
い
た
。
し
か
し
彼
の
よ
う
な
上
位
島
民
で
あ
っ
て
も
家
族
内
に
画
一
画
一
が

残
さ
れ
て
い
る
点
に
、
繋
渋
郡
と
し
て
の
特
色
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
(
図

1
参
照
)
。
表
1
で
近
世
を
通
じ
て
名
請
百
姓
が
増
加
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の

よ
う
に
分
家
を
創
出
し
え
な
い
状
況
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
⑯

孫
八
家
で
あ
る
が
、
家
族
八
人
に
農
業
収
支
一
・
九
石
余
で
成
立
が
保
障
さ
れ

た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
し
、
上
に
位
匿
づ
け
ら
れ
た
積
極
的
契
機
も
牛
馬
を

一
頭
ず
つ
所
有
し
て
い
る
以
外
に
は
兄
い
だ
せ
な
い
。
肥
料
ほ
「
市
村
鳥
若
山

二
而
凡
拾
五
駄
刈
り
取
其
外
ハ
買
受
代
米
払
」
い
、
薪
も
「
買
受
任
払
」
、
年
間

「
三
石
の
肥
草
薪
代
を
支
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
表
示
し
た
よ
う
な
「
農

業
任
侠
」
だ
け
で
は
な
く
、
牛
馬
を
駆
使
し
た
駄
賃
接
や
日
雇
塚
に
も
従
事
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
⑳
鈴
音
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
半
プ
こ
と
呼
ば

れ
る
範
疇
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
反
た
ら
ず
の
田
畑
を
耕
作
し
な
が
ら
日
雇
に
従

事
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
上
に
ラ
ソ
ク
さ
れ
て
い
る
の
ほ
例
外
と

言
え
る
が
、
1
Ⅲ
層
と
趣
法
米
支
出
が
少
な
い
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
独
身

と
い
う
条
件
の
も
と
で
天
保
～
安
政
期
に
安
定
し
た
経
営
を
保
っ
て
き
た
こ
と

(
5
)

が
想
定
さ
れ
る
。

皿
上
下
・
Ⅳ
中
上
　
こ
の
玉
野
は
特
高
別
に
み
て
も
ほ
ぼ
一
〇
～
一
五
石

で
、
田
原
村
に
お
け
る
中
位
の
晨
民
層
で
あ
る
。
収
支
差
引
も
二
・
五
石
以
上

あ
り
、
畏
菜
経
営
だ
け
で
ぎ
り
ぎ
り
に
再
生
産
で
き
る
階
層
で
あ
っ
た
。
⑨
彦

十
郎
家
が
収
支
差
引
も
多
い
(
四
・
七
石
余
)
の
に
中
上
と
な
っ
て
い
る
の
は

借
財
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
圃
一
彦
十
郎
弟
は
農
業
の
間
合
を

利
用
し
て
「
商
仕
」
り
、
囲
一
同
弟
は
奉
公
に
出
て
い
る
。
彼
ら
が
上
下
・
中

上
に
位
喝
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
趣
法
米
返
上
が
〇
・
一
二
～
〇
・
五
石
に
の

慶
応
一
二
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

ぼ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
借
米
を
考
慮
し
て
の
等
級
判
定
が
影
響
し
た
か
ら
で
あ

る
。Ⅴ
下
　
こ
の
等
級
は
貧
畏
層
に
該
当
す
る
。
ま
ず
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い

の
は
④
甚
六
家
と
⑤
喜
七
郎
家
で
あ
る
。
表
1
0
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
両
家
と

も
持
高
一
四
石
余
に
か
か
わ
ら
ず
農
業
収
支
が
一
石
余
と
少
現
で
あ
り
、
有
米

指
数
も
低
い
。
そ
し
て
趣
法
米
を
見
れ
ば
④
が
二
〇
〇
四
石
、
⑤
が
〇
・
四

五
八
石
と
な
っ
て
お
り
、
④
⑤
の
貧
窮
化
は
在
地
の
動
向
を
無
視
し
た
反
動
的

な
郡
政
改
革
の
貫
徹
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
多
く
の
良
民
の

収
穫
米
(
有
米
)
が
低
位
な
生
産
状
況
に
あ
っ
て
、
そ
の
う
え
趣
法
米
を
取
立

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
は
貧
窮
化
は
必
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
層
に
い
た

っ
て
も
「
農
業
仕
侠
」
が
多
い
。
⑤
で
桶
昆
職
、
⑳
で
奉
公
人
一
人
を
放
出
し

て
.
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
㊥
は
「
病
心
二
而
作
り
も
少
々
任
侠
」
良
民
で
あ

(
6
)

り
、
そ
の
た
め
②
に
田
を
売
り
、
米
六
・
八
石
、
金
弐
両
を
得
て
心
る
。
㊥
ほ

「
晨
業
相
成
不
申
同
地
二
組
合
中
へ
懸
り
作
任
侠
、
少
々
作
配
任
侠
」
と
田
地

組
合
の
協
力
に
よ
っ
て
経
営
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
な
お
㊥
や
⑩
は
単
な
る
独

身
で
は
な
く
、
家
族
生
活
を
営
む
こ
と
さ
え
困
難
な
経
済
状
態
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

Ⅵ
下
々
　
こ
の
層
に
な
る
と
い
っ
そ
う
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
に
な
る
。
表
1
0
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
支
出
が
有
米
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
家
が
四
軒
も
あ
り
、
残
り
の

三
軒
も
黒
字
を
示
す
も
の
の
い
た
っ
て
僅
少
で
あ
る
.
家
族
全
員
が
日
雇
や
奉

公
人
と
し
て
存
在
し
て
い
る
点
、
お
よ
び
持
高
が
零
細
な
点
に
お
い
て
、
⑳
㊥

⑲
㊥
と
㊨
⑳
㊨
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
さ
ら
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

こ
で
は
後
者
に
限
ら
ず
前
者
も
、
意
蘇
郡
の
経
済
状
況
に
規
定
さ
れ
た
半
プ
ロ

一
五
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層
の
典
型
的
な
形
態
と
し
て
理
解
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
七
軒
は
明
治
初
年
の

極
難
渋
人
別
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
共
通
し
て
お
り
、
次
に
そ
の

様
相
を
述
べ
て
お
く
。

農
業
仕
慎
一

II⑦市三郎家

ニ
∩
]
キ
相
成
か
た
き

(
付
働
)

Ⅵ⑳次四郎家
少
々
作
り
候
外
日
雇
仕
候

奉
公
仕
模

少
々
作
り
仕
其
外
日
展
仕
傾

図1⑦⑳⑳の家族構成

一
六

㊨
⑳
㊨
は
田
畑
が
雰
細
で
あ
り
、
必
然
的
に
難
渋
化
の
途
し
か
残
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
㊨
新
十
即
は
畏
間
塚
と
し
て
箸
を
削
り
、
㊨
次
四
郎
家
(
図
1
参
照
)

で
は
圏
を
奉
公
人
と
し
て
放
出
し
」
自
ら
日
置
稼
ぎ
を
行
な
う
こ
と
に
ょ
っ
て

か
ろ
う
じ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
㊨
く
ま
家
は
「
家
内
弐
人
罷
居

候
所
、
田
所
無
之
畑
八
畝
六
歩
斗
所
持
仕
、
素
λ
女
身
故
少
々
稼
等
二
両
渡
世

(
1
1
)

任
侠
老
二
御
座
候
」
状
態
で
あ
っ
た
。

⑳
忠
七
家
は
「
忠
七
若
年
之
時
父
親
柏
果
、
小
供
四
人
召
連
後
家
相
成
、
田

(
7
)

畑
一
切
懸
ケ
支
配
二
任
侠
所
、
.
追
λ
小
供
上
夫
二
而
奉
公
仕
漸
渡
世
任
侠
」
状

態
で
あ
っ
た
。
⑳
で
良
業
に
従
事
し
て
い
る
の
は
忠
七
母
だ
け
で
あ
り
、
九
反

余
の
田
畑
は
田
地
組
合
の
作
配
を
受
け
、
忠
七
兄
弟
は
奉
公
に
出
て
い
た
。
㊤

亭
作
家
(
図
l
参
照
)
　
の
貧
窮
化
は
劣
悪
な
生
産
条
件
の
ほ
か
に
、
「
喜
作
姉

持
病
血
道
二
而
足
腰
不
自
由
」
と
い
う
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。
「
種
々
親
類

(
8
)

組
合
等
立
会
仕
法
相
談
等
致
シ
過
し
供
待
井
、
.
兎
角
難
立
直
し
」
経
営
で
ど
う

に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
㊨
常
平
家
は
農
業
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
彼
丑
年

(
9
)

々
出
来
米
等
無
少
」
で
あ
る
た
め
、
「
日
番
歩
キ
等
相
勤
種
々
立
働
」
　
き
生
計

を
た
て
て
い
た
。
⑳
槌
次
郎
家
も
㊤
と
同
様
に
病
気
が
ち
で
あ
り
、
槌
次
郎
女

房
は
「
糸
括
又
者
旦
履
仕
」
り
、
槌
次
郎
は
昆
根
吉
等
末
の
「
種
々
持
」
ぎ
に

よ
っ
て
収
入
を
得
て
い
た
。
し
か
し
「
格
別
之
儀
者
不
得
仕
」
、
つ
い
に
明
治(1
0
)

二
年
に
は
「
田
畑
一
切
五
人
組
へ
投
出
し
」
、
揚
り
百
姓
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

表12　慶応元年における庄屋との
債務関係

注)庄原市岩竹家文書「万加子覚帳」
(元治2年)による。

以
上
が
田
原
村
の
分
析
で
あ
る
。
次
に
以
上
の
こ
と
を
総
括
す
る
意
妹
で
表

1
2
を
作
成
し
て
み
た
。
②
と
村
内
農
民
と
の
債
務
関
係
で
あ
る
。
V
l
l
の
貧
農

・
半
プ
ロ
層
が
そ
の
中
心
で
あ
る
が
、
m
㊥
や
Ⅳ
⑥
も
多
積
の
米
鎧
を
借
り
て

い
る
の
は
注
白
さ
れ
よ
う
。
ま
た
①
も
高
利
貸
を
行
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

「
天
保
十
四
卯
年
A
安
政
六
未
年
迄
壱
ケ
年
利
足
切
米
ヲ
以
弐
割
ツ
1
十
ヶ
年

之
間
取
引
仕
」
・
り
、
万
延
元
年
(
一
八
六
〇
)
　
か
ら
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)



(
1
2
)

ま
で
は
一
割
五
歩
、
文
久
三
年
か
ら
は
一
割
の
利
足
で
貸
付
け
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
村
役
人
層
と
一
般
農
民
層
(
特
に
貧
農
と
半
プ
ロ
)
と
は
借
米
銀
を
媒

(
1
3
)

介
と
し
て
対
立
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
(
1
)
　
「
恵
蘇
郡
田
原
村
万
帯
出
帳
」
　
(
庄
原
市
文
化
財
保
護
委
員
会
『
第

一
期
資
料
集
J
所
収
)
。

(
2
)
(
7
)
(
8
)
(
9
)
(
1
1
)
　
庄
原
市
岩
竹
家
文
書
「
恵
蘇
郡
田
原
村
形
容
御

尋
二
付
内
密
容
田
嶋
」
(
明
治
三
年
)
。
　
　
　
　
　
　
　
.

(
2
)
　
『
第
一
期
資
料
集
㌔

(
-
)
　
績
氏
は
前
掲
「
民
衆
思
想
論
」
に
お
い
て
、
割
庄
屋
廃
止
等
の
事
実

を
も
っ
て
、
語
権
力
が
「
村
役
人
=
地
主
豪
晨
層
の
村
落
『
支
配
』
活

動
を
制
限
」
し
た
と
評
価
さ
れ
る
が
、
趣
法
米
や
三
五
夫
代
の
存
在
を

考
え
る
と
賛
意
L
が
た
い
。

(
5
)
　
表
1
2
に
お
い
て
②
庄
屋
台
右
街
門
と
の
問
に
債
務
関
係
が
な
い
の
は

そ
の
証
左
で
あ
る
。

(
6
)
　
岩
竹
家
文
書
「
万
覚
帳
」
(
元
治
二
年
)
。

(
1
0
)
(
望
　
岩
竹
家
文
書
「
恵
蘇
郡
田
原
村
奇
特
老
井
二
貧
人
共
中
上
帳
」

(
明
治
二
年
)
。

(
誓
　
地
主
-
小
作
と
い
う
対
立
の
側
面
は
稀
薄
で
あ
り
、
村
役
人
層
は
高

利
貸
の
側
面
が
強
か
っ
た
。
ち
な
み
に
幕
末
期
に
お
け
る
小
作
地
率
は

一
〇
%
前
後
と
推
測
さ
れ
(
武
井
博
明
「
幕
凍
期
広
島
藩
に
お
け
る
一

鉄
穴
経
営
」
<
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
四
七
>
)
、
地
主
・
小
作
関
係
の

展
開
は
低
い
。
こ
れ
は
余
剰
米
の
低
さ
の
た
め
地
主
取
分
が
成
立
し
な

慶
応
三
年
備
後
国
忌
蘇
郡
百
姓
一
-
揆
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基
礎
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(
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か
っ
た
こ
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
節
3
・
4
で
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
一
〇
石
以
上
の
農
民
さ
え
そ
の
内
実
時
貧
窮
化
し
て
い
る
と

い
う
現
象
は
こ
の
点
に
由
来
す
る
。

二
、
一
按
の
過
程
と
構
造
.
・

(
1
)

1
　
一
揆
の
展
開

一
揆
は
慶
応
三
年
一
月
二
五
日
か
ら
二
月
三
日
に
か
け
て
起
こ
っ
た
。
ま
ず

発
端
か
ら
見
て
い
こ
う
。

発
端
は
慶
応
二
年
秋
、
こ
れ
ま
で
積
立
て
て
き
た
趣
法
米
を
神
川
平
助
(
番

組
筆
頭
、
三
次
・
恵
蘇
郡
趣
法
中
)
が
、
下
原
村
に
あ
る
蔵
所
か
ら
「
日
々
数

千
頭
の
馬
背
に
二
依
づ
つ
負
せ
門
田
に
向
け
送
り
、
舟
に
て
之
れ
を
三
次
に

下
」
(
史
料
⑳
)
・
し
た
こ
と
軋
あ
っ
た
。
.
こ
れ
は
藩
当
局
の
命
令
に
従
っ
て
神
川

が
長
州
征
伐
の
兵
根
米
等
に
差
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
農
民
の
不
信
感
は
現
地

在
住
の
神
川
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
揆
の
発
端
は
客
観
的
に

は
、
趣
法
米
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
藩
権
力
と
県
民
と
の
対
立
に
あ
っ
た
。
お
り

し
も
慶
応
二
年
は
凶
作
で
あ
っ
た
。
「
悪
年
之
儀
二
俣
得
は
諸
色
高
直
二
相
成
」

(飢)

り
、
「
中
寄
下
タ
は
皆
々
及
勝
命
候
而
、
惣
而
百
姓
乞
食
二
相
成
候
」
(
史
料
㊥
)

と
い
う
豊
民
の
危
機
感
が
発
火
点
と
な
っ
て
勃
発
し
た
。
基
本
的
矛
盾
に
、
以

下
に
示
す
良
民
内
部
の
矛
盾
が
絡
み
あ
い
つ
つ
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
以

下
、
図
2
に
そ
い
な
が
ら
簡
単
に
経
過
を
述
べ
て
お
く
。

一
月
二
五
日
未
明
、
下
村
と
水
越
村
の
境
の
森
高
山
か
ら
下
村
へ
「
百
姓
百

人
斗
出
」
、
そ
れ
か
ら
尾
引
村
、
上
村
へ
と
進
ん
だ
こ
ろ
に
は
お
よ
そ
三
五
〇

一
七



慶
応
三
年
備
後
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恵
蘇
郡
百
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揆
の
基
礎
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究
(
中
山
)

恵蘇郡喝図と一揆の過程

一
八

人
と
な
っ
て
い
た
。
上
村
で
は
「
庄
屋
役
人

四
五
人
も
陛
出
軽
々
取
斗
供
へ
共
壱
人
も
開

入
供
者
も
ナ
シ
」
と
い
う
勢
い
で
あ
っ
た
。

次
い
で
下
原
村
へ
向
か
っ
た
時
「
神
川
平
助

殿
お
さ
ゑ
こ
参
」
　
っ
た
が
、
一
揆
勢
は
「
や

れ
平
助
待
テ
ト
大
声
上
ケ
テ
竹
鎗
を
持
」
　
っ

て
追
払
っ
て
い
る
。
こ
の
時
人
数
は
五
～
六

〇
〇
人
に
増
え
て
い
た
(
史
料
㊥
)
。
し
か
し

三
日
市
村
の
郡
役
所
や
神
川
ら
番
組
宅
へ
は

向
か
わ
ず
、
図
示
し
た
よ
う
に
郡
内
を
一
周

し
な
が
ら
一
揆
の
結
集
を
は
か
る
。
こ
れ
は

ま
蘇
郡
に
お
け
る
百
姓
一
揆
の
伝
統
で
あ
っ

た
。
さ
て
神
川
を
撃
退
し
た
あ
と
、
一
揆
努

は
殿
垣
内
村
1
本
郷
村
1
市
村
1
門
田
村
と

焚
出
し
を
強
要
し
な
が
ら
進
み
、
浜
口
昆
伝

縞
…
…
縞
締
結
鋲
鏑
結
ち

こ
わ
し
、
そ
の
夜
は
木
庄
原
村
境
の
山
に
泊

ま
っ
た
。
翌
二
六
日
、
窪
当
局
は
狼
狽
す
る
の
み
で

何
ら
方
策
も
打
ち
だ
せ
ず
、
た
だ
「
伝
染
致

し
辰
様
之
義
有
之
供
而
老
決
而
不
相
済
供

付
、
役
人
共
厚
尽
力
い
た
し
其
機
工
不
相
泥



様
幾
重
こ
も
駈
引
可
申
」
(
史
料
㊤
)
と
、
村
役
人
に
指
示
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
一
揆
勢
は
川
北
村
か
ら
二
手
に
分
か
れ
て
木
屋
原
村
1
比
和
村
と
進
み
、

姦
指
村
と
上
湯
川
村
境
の
王
居
峠
に
宿
泊
し
た
。
こ
の
日
比
和
村
で
は
「
人
数

凡
千
五
六
百
人
」
(
史
料
④
)
と
い
う
勢
い
を
示
し
、
比
和
村
庄
屋
多
郎
兵
衛
が

「
神
川
酒
造
」
の
た
め
酒
造
道
具
故
却
と
い
う
制
裁
を
う
け
て
い
る
。

翌
二
七
、
二
八
日
も
焚
出
し
の
強
要
と
打
ち
こ
わ
し
を
行
な
い
な
が
ら
高
野

山
・
ロ
村
組
を
廻
村
し
た
。
な
か
で
も
奥
門
田
村
庄
屋
林
右
街
門
は
、
「
平
生
相

(
マ
マ
)

応
成
手
元
宣
教
家
」
か
つ
「
欲
渓
キ
悲
道
な
る
老
」
と
さ
れ
た
た
め
、
二
七
日

一
揆
努
の
う
ち
三
〇
〇
人
ほ
ど
が
押
し
寄
せ
、
「
物
曜
蔵
之
戸
を
た
た
き
め
ぎ

手
水
迄
は
ね
返
し
、
請
受
家
財
不
洩
無
二
無
三
二
拓
め
き
、
ふ
と
ん
三
四
十
枚

斗
投
出
し
皆
焼
」
き
、
奪
掠
の
ほ
ど
を
き
わ
め
た
の
で
あ
っ
た
(
史
料
④
)
。

さ
て
二
九
日
朝
一
揆
勢
は
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
三
日
市
へ
出
発
し
.
そ
の

日
の
昼
か
ら
夕
方
に
か
け
て
到
着
し
、
二
月
≡
日
朝
ま
で
逗
留
し
た
。
そ
の
人

数
は
四
～
五
千
人
(
史
料
㊥
)
と
も
、
五
～
六
千
人
(
史
料
㊤
)
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
間
の
経
緯
を
要
銃
よ
く
記
し
た
史
料
⑥
を
左
に
掲
げ
て
お
く
。

(
第
日
濁
川
村
,
門
田
村
通
リ
三
日
市
へ
寄
来
り
、
其
協
神
川
平
助
公
之

宅
を
打
砕
、
其
日
ハ
上
原
村
二
二
日
市
両
村
之
山
二
止
宿
、
翌
二
月
朔
日

ハ
高
田
釆
太
郎
公
之
宅
ヲ
打
毀
、
且
市
中
こ
ハ
入
谷
善
五
郎
・
高
松
屋
六

平
方
之
酒
を
飲
あ
ら
し
、
此
両
家
λ
賄
致
し
漸
ク
夕
方
前
、
寺
社
井
二
八

(
倒
)
　
　
　
　
　
　
　
(
マ
マ
)

谷
善
太
兵
衛
・
新
市
村
虎
三
郎
J
川
北
村
清
三
郎
仕
出
、
尤
差
向
処
ハ
綴

意
ハ
発
頭
取
り
吟
味
之
一
条
二
付
、
其
段
御
開
屈
可
被
下
候
趣
二
而
、
委

細
臨
出
様
之
通
二
而
、
一
ケ
組
へ
壱
通
ツ
1
御
閲
屈
之
御
書
下
ケ
、
御
代

(
霹
田
伊
久
電
)

官
様
A
御
直
筆
ヲ
以
御
調
渡
シ
被
下
様
其
義
も
御
受
込
に
相
成
侯
得
共
、
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夜
に
入
候
二
付
其
俵
止
宿
、
二
月
二
日
段
々
村
惣
代
共
へ
示
談
ふ
り
、
一
二

日
九
ツ
時
書
付
印
形
致
御
下
ケ
之
節
も
相
接
も
相
成
、
村
々
ハ
三
日
朝
丘

人
別
嶋
村
任
侠
、
惣
代
程
柄
残
鴎
之
筋
追
々
申
出
侯
事
二
相
成
申
侠

こ
う
し
て
一
揆
は
発
意
の
吟
味
を
し
な
い
こ
と
を
約
束
さ
せ
て
拾
収
に
い
た
っ

た
。
各
村
か
ら
の
要
求
は
数
百
か
条
に
の
ぼ
っ
た
が
、
そ
れ
は
次
項
で
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
次
に
一
揆
の
被
害
者
と
主
体
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

表
1
3
は
現
在
確
認
し
う
る
被
害
者
一
覧
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
第
一
に
庄

足
を
は
じ
め
村
役
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
役
職
不
明
の
者

が
一
〇
名
ほ
ど
存
す
る
が
、
彼
ら
も
組
頭
や
格
付
等
な
ん
ら
か
の
形
で
村
役
人

(
2
)

的
地
位
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
郡
中
酒
造
業
者
一
〇
名
の
う
ち
七
軒

が
被
害
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
は
「
神
川
酒
造
」
=
趣
法
米
の
低
利
融
資
に
よ

る
醸
造
、
に
原
因
が
あ
っ
た
。
第
三
に
鉄
穴
経
営
で
知
ら
れ
る
名
越
≡
家
も
兵

根
米
を
強
要
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
良
民
に
と
っ
て
支
配
の
体
現
者

で
あ
り
、
か
つ
「
不
正
」
役
人
と
し
て
映
じ
た
神
川
平
助
二
尚
田
釆
太
郎
へ
の

襲
撃
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
と
第
三
の
点
は
副
次
的
矛
盾
の
表
現
で
あ
り
、
第

四
は
基
本
的
矛
盾
、
そ
し
て
第
二
の
点
が
そ
の
両
者
を
表
現
し
て
い
る
。

次
に
一
揆
の
主
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
一
揆
の
首
謀
者
が
市
村
≡
兵

衛
・
水
越
村
益
五
郎
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
当
郡
村
之
百
姓
共
当
春
不
風
俗

相
企
追
々
御
吟
味
被
為
在
侯
勉
、
市
村
三
兵
衛
・
水
越
村
益
五
郎
等
三
、
四
人

(
3
)

張
本
二
相
約
候
」
と
い
う
文
言
に
確
認
で
き
る
が
、
彼
ら
の
階
層
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
史
料
⑳
に
発
頭
人
名
と
し
て
二
五
名
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
確
認
で
き
る
二
、
三
名
に
ふ
れ
て
お
く
。
田
原
村
で
は
市
大
・
国
蔵
が
発
頭

者
と
な
っ
て
い
る
が
、
田
原
村
に
は
前
節
4
で
み
た
と
お
り
市
大
・
国
戒
な
る

一
九



表13　一揆による被害者一覧

月日村　　 名 名　　 前 役　 .職 被　　 害　　 状　　 況 備　　 考
奥 拠

A B C

1.25 下　　 村 伴三　郎 r戸チ描キめき」 ○

市　 一　村 八　谷　善右エロ
l

市村庄屋　 :
社健
司酎・郡湘主星

焚出し ,○

門田村 浜口星伝 三郎 r竹槍ニテ雨戸,五六枚つきめき」 ○ ○

J/ 下角塁歳　　 六 門田村庄屋
社倉力改
門畔蛙遅

焚出シ ○ ○

川北村 表　 請　三郎
川北村庄屋 i

l

社倉班 甜
】臓

焚出シ 酒造 ○ ○ ○

JJ 木′下多　　 八
元鴬谷庄谷・
川北村組頭

打ちこわし 10

1.26 木尾原村 岸　本助十郎 年寄上席　　 :年寄上席
脚 牛寄

焚出シ、兵杭 0 ○ ○

JI 息　三郎 本屋原村庄屋 焚出シ ○

比和村 巨富星夕郎兵衛 比和村庄屋 比秘庄屋 焚出シ、束財・眉違道具破却 酒造　~ ○ ○ ○

JJ 川塩屋
焚出シ、「多薫粉わらじ」等差出 小間物店 ○

森脇村 其　角　甚右衛門 打ちこわし Cl ○ ○

JJ 古ま其　慎　太郎
射圀還椿 兵杭

1
○ ○

J′ 上中屈　茸　　 六 森尉I庄屋
頗鶴屋
蛸 掟頭

兵抗 名麺　家
○ ○

JJ 前中扇　嘉十銘 兵官
J

○ 0

1.27 折 市 村 週 足虎　三郎 新市村庄屋同格杜船 旅 茨出シ、その胤比恥上郡lで焚出 C〉 0 ○

Jl ~日脚 左工門
斬市村・
和南原村庄屋

蕪即 事、.
恰砧語輯遅

箕出シ 酒造 ○ 0

奥門田村 室　屋　林右街口 奥門田村庄屋 財田椙遍 焚出シ、物故 打ちこらし ○ 0

1.28 宮 内 封 中　屋　孝　三宵 宮内村庄屋 輌 兵乱打ちこわし 酒造 ○ .0 ○

向 泉封 末尾 .万 五芳 向泉柑庄屋 兵農 ○

Jl 田ノ口　裏右衛円 向泉柑庄屋
腑 ・大月性
昆・甜 磁

兵乱打ちこわし 0 0

鴻 木 村 八　■　与三右エロ 笈出シ、丸田細:て兵振 酒造 ○ 0 . ○`

1.29 両川 引 (え幻等五紆) 兵肢 C〉

円 田= 浜口昌　伝　三㍍ 笑止シ 0 〇

lE B古) 神　川　平　　 助
古び匹見三次・
思長石包法中

打ちこわし ○ 〇°○

三日市村 八　谷　久大広
榊 I 米々銀
取踏没

年1買敗闇
問

箕出シ 0　- ○

〝 豪琶　 六　　 苧
荘鐙諮
三巳研iヨ

箕出.シ 酒造 0 0 .

2.1 歳三　引 石　田　未　土方
各艇L正弦㍍
企法中

打ちこわし ○ ○　~ ○

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
石
準
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

注1)鼻炎史料、Aはr雷蘇石打々徒党之茹琵軌、Bは唱中惣百姓軸一件酎ロ」(以上若武家文臥Cは「恵蘇郡
百姓騒監之事」(r庄原古史J)による.なおCに・上れば、1月25日小和田迫持栗丘も焚出シを行っている・またA・

Cに上ると八緒大兵酎1月5日、少々ながら餌シを行っている・1月29日八谷久太郎Bによると尊五郎　○
となっているが、且子馬床か.

2)接戦の右耳;ま明治4年における往騒くr高野山払村々役人年代軌による)・慶応3年当時の役項は伊吹奉文舎　一

足による.



者
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
国
威
は
確
認
で
き
る
が
、
わ
ず
か
四
歳
で
あ
り
発
頭

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
市
大
は
㊥
市
太
郎
、
国
威
は
⑳
国
書
の

誤
り
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
⑥
市
太
郎
は
中
上
で
持
高
一
三
石
余
・
五
人

頭
、
⑳
国
書
は
下
で
六
・
七
石
余
で
あ
り
、
家
族
構
成
を
み
て
も
半
プ
ロ
と
は

判
断
し
が
た
く
中
・
貧
員
層
と
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
本
郷
村
で
は
晶
蔵

(
4
)

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
も
五
人
頭
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
半
プ
ロ
で
な
い

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
三
名
だ
け
の
事
例
か
ら
の
速
断
は
許
さ
れ
な
い
が
、
前
節
で
み
た
地
域

像
か
ら
し
て
も
、
良
民
内
部
あ
る
い
は
農
村
社
会
の
矛
盾
を
豪
晨
　
-
　
半
プ
ロ

に
一
般
化
し
て
し
ま
う
の
は
一
面
的
な
理
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
証
左

と
し
て
こ
こ
で
は
安
政
元
年
(
一
八
五
四
)
　
の
史
料
を
あ
げ
て
お
く
。

昨
年
已
来
兎
角
越
訴
・
直
訴
・
訴
訟
事
多
く
、
悉
村
合
取
引
筋
疑
念
之
趣

意
二
而
、
全
ク
役
人
中
相
手
取
之
意
味
二
而
、
中
ニ
ハ
越
訴
等
も
一
分
之

(

マ

マ

)

　

　

　

　

(

5

)

既
出
二
無
之
、
村
一
統
惣
代
出
訴
二
而
実
ハ
御
不
案
之
至
二
候

こ
れ
は
調
筆
役
松
浦
亀
之
進
が
割
庄
屋
四
人
に
宛
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
御
不

実
之
至
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
村
方
騒
動
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
。
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
「
一
分
之
臨
出
」
す
な
わ
ち
あ
る

少
数
派
も
し
く
は
あ
る
階
屁
の
み
の
訴
訟
で
は
な
く
、
「
村
一
統
惣
代
掛
訴
」

と
い
う
事
態
で
あ
る
。
良
民
内
部
の
矛
盾
が
豪
畏
　
-
　
半
プ
.
ロ
に
収
束
し
え
な

い
理
由
を
こ
の
点
に
求
め
て
お
こ
う
。
前
節
で
み
た
よ
う
な
低
生
産
力
と
支
配

の
強
化
に
規
定
さ
れ
た
恵
蘇
郡
晨
民
の
状
態
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ

(
持
高
別
階
層
把
握
で
言
え
ば
)
村
役
人
層
と
一
般
民
層
の
対
立
と
し
た
方
が

よ
り
正
確
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
一
般
蔑
民
層
の
全
般
的
貧
晨
化
現
象
が
村

慶
応
三
年
備
後
瞥
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

役
人
層
　
-
一
般
晨
民
層
と
い
う
対
立
関
係
を
形
成
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
揆
の
主
体
は
、
幕
末
維
新
期
の
多
く
の
良
民
闘
争
が
半
プ
ロ
層
を
中
核
と
し

て
い
た
の
に
対
し
∵
こ
こ
で
は
一
般
農
民
層
(
半
プ
ロ
も
含
む
)
が
主
体
で
あ

った。

註
(
1
)
　
庄
原
市
岩
武
家
文
書
「
恵
蘇
郡
村
々
徒
党
之
節
諸
控
」
と
「
郡
中
邑

(
欠
l
　
鯛
〇

[
=
　
〓
]
」
所
載
の
「
郡
中
百
姓
共
気
動
心
覚
」
　
(
以
下
史
料
㊥
と

す
る
)
、
同
家
文
書
「
郡
中
惣
百
姓
騒
動
一
件
諸
相
」
(
以
下
⑥
)
、
「
恵

蘇
郡
百
姓
騒
動
之
事
」
(
以
下
㊥
　
-
　
『
庄
原
市
史
』
所
収
)
、
『
神
川

平
助
事
蹟
録
』
(
以
下
⑳
　
-
　
前
掲
脇
坂
論
文
に
も
抄
録
)
、
比
婆
郡
比

和
町
毛
利
家
文
書
「
恵
蘇
郡
村
々
百
姓
気
動
任
侠
節
書
類
控
」
　
(
以
下

⑬)。

.
(
2
)
　
伊
吹
家
文
書
「
酒
造
株
高
酒
造
渡
世
醤
油
渡
世
書
上
帳
」
　
(
明
治
三

年)。

(
3
)
　
伊
吹
家
文
書
「
郡
申
請
細
帳
」
(
慶
応
三
年
)
。
.

(
4
)
　
岩
武
家
文
書
「
意
蘇
郡
本
郷
村
当
御
免
割
惣
算
用
帳
」
(
慶
応
元
年
)
、

な
お
五
人
頭
と
は
恵
蘇
郡
に
お
い
て
従
来
の
五
人
組
を
五
軒
組
と
改
組

し
た
、
そ
の
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
五
軒
組
は
五
人
組
よ
り
も
年
貢
上
納

等
に
際
し
て
、
い
っ
そ
う
連
帯
の
強
化
を
付
与
せ
し
め
ら
れ
た
(
『
広

島
県
史
　
近
世
資
料
編
Ⅳ
』
二
二
四
二
号
参
照
)
。

(
5
)
　
伊
吹
家
文
書
「
御
紙
上
書
初
留
帳
」
(
嘉
永
五
年
)
。

2
　
諸
要
求
と
藩
権
力
・
村
役
人

二
一



慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

一
揆
勢
は
、
「
当
春
村
々
百
姓
共
不
風
儀
取
結
数
百
ヶ
条
瞑
立
」
　
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
の
べ
数
百
の
要
求
項
目
を
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
揆
勢
が
三

日
市
に
お
い
て
「
数
百
ヶ
条
」
の
要
求
を
ま
と
め
た
も
の
を
次
に
示
し
、
一
揆

の
性
格
と
意
義
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

の
「
飢
饉
食
」
を
下
げ
渡
し
、
そ
の
返
納
は
「
当
年
中
二
御
返
上
申
候
而
者

一
同
立
行
不
申
」
ゆ
え
、
′
翌
年
以
降
に
す
る
こ
と
。
作
食
米
は
「
他
村
方

取
運
候
両
者
失
費
多
分
御
座
候
二
付
」
「
村
々
地
囲
」
　
の
米
を
使
用
す
る

よ
う
に
し
、
そ
の
「
刑
足
之
義
老
九
朱
二
而
御
取
斗
」
ら
う
こ
と
。

㈹
「
諸
借
銭
」
「
内
借
証
文
入
」
「
五
人
頭
受
合
手
形
」
は
「
諸
返
上
崩
迄
」

(浮)
「
受
置
」
く
こ
と
。

川
「
他
村
他
郡
二
而
借
用
」
し
て
い
る
「
掲
キ
質
」
を
返
し
て
ほ
し
い
。

初
「
他
村
他
郡
へ
売
渡
シ
供
田
畑
」
を
郡
役
所
が
買
い
戻
す
こ
と
。

l
　
糊
「
庄
屋
組
頭
給
料
半
給
料
」
に
し
て
、
「
筆
墨
紙
・
三
五
夫
迄
御
止
メ
」

る
こ
と
。

栂
「
五
人
頭
二
同
相
止
メ
先
鋭
之
通
り
」
に
す
る
こ
と
。

の
「
去
秋
御
上
城
下
夫
方
二
罷
出
侯
節
之
入
用
之
義
」
を
早
急
に
善
処
す
る

こ
と
。

伺
「
趣
法
米
之
内
他
郡
之
借
り
米
二
梱
成
居
候
分
」
は
、
「
御
評
語
」
の
上
よ

ろ
し
く
取
計
る
こ
と
。

㈲
「
役
人
之
偽
者
其
村
限
り
被
成
下
、
入
役
之
義
」
は
堅
く
禁
ず
る
こ
と
。

㈹
「
俵
右
衛
門
・
忠
三
郎
・
仁
六
・
孝
一
郎
・
幸
太
郎
・
官
十
・
柳
作
・
兵

八
・
嘉
太
郎
役
筋
御
止
メ
」
、
「
伴
三
郎
義
老
向
後
二
至
迄
役
筋
相
加
へ
被

(
1
)

下
問
敷
」
こ
と
。

二
二

日
は
「
飢
饉
食
」
の
貸
与
と
作
食
米
の
利
息
を
一
割
か
ら
九
歩
に
下
げ
る
こ

と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
藩
当
局
は
拒
否
し
て
い
る
。
咄
細
山
k
い
わ

ば
質
地
の
買
戻
し
と
借
金
の
帳
消
し
で
あ
る
が
、
用
川
は
拒
否
、
脚
は
「
此
義

判
断
候
」
と
回
答
を
保
留
し
て
い
る
。
佃
的
用
的
は
村
役
人
に
規
制
を
加
え
た

も
の
で
・
県
民
内
部
の
矛
盾
教
化
を
鋭
く
表
現
し
て
い
る
。
特
に
佃
の
三
五
夫

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
「
往
古
旦
二
子
夫
与
唱
工
壱
ヶ
年
一
二
日
宛
庄
屋
元
江
夫
役
相
勒
来
申
侯
」
と

い
う
庄
屋
へ
の
無
償
労
働
提
供
を
さ
す
が
、
す
で
に
天
明
瓔
し
ろ
か
ら
「
去
午

(
讃
茹
撃
限
村
完
何
と
な
く
心
得
違
、
右
夫
遭
渦
動
メ
不
申
」
、

一
般
良
民
層
と
村
役
人
層
と
の
問
に
対
立
が
生
じ
て
い
た
。
寛
政
二
年
(
一
七

九
〇
)
郡
役
所
1
-
村
役
人
層
は
連
繋
し
て
三
五
夫
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る

(

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

が
、
同
五
年
に
は
永
田
村
で
は
「
三
ケ
夫
之
動
等
我
庸
二
而
不
致
、
己
理
分
之

(
4
)

様
及
直
訴
」
ん
で
お
り
、
事
態
の
深
刻
さ
が
宕
取
で
き
よ
う
。
そ
の
後
、
三
五

夫
代
と
し
て
三
升
を
庄
屋
に
納
め
る
形
態
に
か
あ
っ
て
い
る
が
、
廃
語
琵
県
ま

で
撤
廃
さ
れ
な
い
で
続
い
て
い
る
。
前
節
3
で
み
た
林
右
街
門
家
の
諸
掛
米
〇

・
〇
三
石
は
、
ま
さ
に
こ
の
三
五
夫
代
を
示
し
て
い
る
(
表
6
)
。
こ
の
三
五
夫

の
存
続
に
、
村
役
人
層
と
一
般
良
民
屑
と
の
深
刻
な
社
会
矛
盾
を
見
る
べ
き
で

あ
る
。次
に
的
で
弾
劾
さ
れ
た
一
〇
名
は
「
悪
徳
」
村
役
人
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い

る
が
、
彼
ら
の
日
常
の
具
体
的
な
村
落
「
支
配
」
活
動
は
不
明
で
あ
る
。

(
票
詳
釆
高
詩
信
太
郎
・
監
房
内
村
竺
聖
下
村
伴
三
郎
等
彷
呼
出

二
相
成
、
就
而
者
追
々
御
吟
味
替
こ
も
相
成
侯
杯
与
風
説
仕
、
無
何
与
民

(
5
)

心
相
怪
居
候

右
に
よ
れ
ば
、
「
悪
徳
」
役
人
の
取
調
べ
は
全
農
民
の
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ



っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
後
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
帯
庄
屋
に
就
任

し
て
お
り
、
表
1
3
と
合
わ
せ
考
え
て
み
て
も
、
村
役
人
層
に
政
治
的
打
撃
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
村
役
人
に
関
す
る
中
心
的
要
求
で
あ

っ
た
何
も
藩
当
局
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
の
は
軍
用
夫
の
賃
銃
を
音
側
が
負
担
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
一
揆
の
発
端
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幕
末
の
政
治
動
向
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
用
は
趣
法
米
の
使
途
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
日
の
と
と
も
に
基
本
的
矛
盾
か
ら
生
じ
た
要
求
で
あ
る
。
な
お
何
個
川
鍋

が
副
次
的
矛
盾
の
発
露
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
㈲
用
細
注
両
者
が
絡
み
あ
っ

た
形
態
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
も
う
一
つ
村
レ
ベ
ル
の
要
求
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
前
節
で
分

析
し
た
田
原
村
の
も
の
で
あ
る
。

的

当
年
λ
右
扇
ぎ
御
下
ケ
渡
し
被
下
候
様
奉
願
上
供

一
御
元
利
帳
井
二
御
勘
定
日
録
近
年
一
円
読
聞
せ
御
座
候
二
付
、
何
卒
百
姓

共
へ
得
心
任
侠
様
、
夫
々
御
読
関
可
被
下
候
様
奉
欺
上
供

社
倉
穀
近
年
御
貸
付
相
成
供
処
、
利
足
当
時
者
一
あ
り
こ
倹
処
、
五
朱
取

立
増
二
相
成
利
足
米
老
何
二
相
成
侯
故
、
仕
払
御
し
ら
せ
被
下
候
様
華
厳

上
侯
右
之
ヶ
条
通
り
御
聞
届
ケ
被
為
迫
候
様
偏
二
幸
顕
上
供
以
上

卯
二
月
八
谷
善
太
兵
衛
殿

川
北
村
正
員
活
三
郎
殿

惣
代
同同

甚
　
六

(
三
郎
カ
)

広
　
助

市
三
郎

0　　　　　　-(B)..._(心(功

(
6
)

奉
瞑
上
頭
書

(
台
カ
)

庄
屋
役
代
勒
口
右
衛
門
殿
へ
本
役
被
仰
侯
様
臨
上
供

御
手
洗
村
熊
書
三
日
市
村
活
蔵
妻
与
密
通
一
件
二
付
、
諸
入
用
米
四
石
二

(
合
力
)

斗
余
鋭
七
百
弐
拾
三
匁
余
村
方
之
迷
惑
二
落
∪
居
候
分
、
早
急
出
方
御
差

図
被
仰
下
供
様
御
慈
悲
ヲ
以
奉
臨
上
侠

(
剖
カ
)

新
溝
御
築
調
二
相
成
侯
所
、
溝
代
米
御
下
ケ
無
之
、
尤
免
□
丈
ケ
ハ
御
差

次
相
成
候
得
共
、
加
地
子
二
当
り
迷
惑
至
極
二
仕
候
、
御
慈
悲
ヲ
以
可
然

供
様
判
断
奉
隣
上
侯

附
、
新
溝
出
来
二
付
而
者
治
水
□
通
侠
向
々
、
米
麦
者
出
来
お
と
り
年

々
迷
惑
不
少
義
二
御
座
候
、
此
段
宜
為
奉
頗
上
候

(
明
治
三
)

鍬
下
午
年
迄
借
受
居
候
義
二
御
座
候
所
、
代
米
不
都
合
被
下
口
義
二
付
、

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

文
意
難
解
の
部
分
も
あ
る
の
で
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
く
が
、
そ
の
前
に
惣

代
を
み
て
お
く
。
前
節
4
に
よ
っ
て
Ⅴ
④
甚
六
・
Ⅴ
㊥
広
一
二
郎
・
Ⅱ
⑦
市
三
郎

と
な
り
、
発
頭
と
は
意
味
あ
い
が
異
な
る
が
、
等
級
下
の
み
な
ら
ず
上
の
㊦
も

総
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
村
役
人
層
　
-
一
般
晨
民
層
の
対
立
を
示
す
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
因
は
父
良
助
に
か
あ
っ
て
台
右
衛
門
を
本
役
に
せ
よ
と
い
う
庄
昆
交
替

の
要
求
で
あ
り
、
脚
は
免
割
の
公
正
を
期
す
た
め
勘
定
日
録
等
の
公
開
を
要
求

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
脚
は
「
密
通
一
件
」
の
諸
入
用
を
村
割
に
す
る
こ
と

に
反
発
し
た
も
の
で
、
こ
の
一
揆
が
村
方
騒
動
を
内
に
率
み
つ
つ
展
開
し
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
村
方
騒
動
=
良
民
内
部
の
矛
盾
の
形
成

は
、
農
村
経
済
の
発
展
か
ら
生
じ
た
側
面
よ
り
も
、
村
落
構
造
そ
の
も
の
に
内

在
し
て
い
た
矛
盾
(
三
五
夫
等
々
)
が
、
支
配
の
強
化
と
蔑
村
経
済
の
停
滞
的

状
況
と
に
よ
っ
て
激
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

二
三
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的
は
湛
漑
用
水
設
備
を
築
調
し
た
と
こ
ろ
、
溝
代
米
を
免
割
立
て
て
い
る

が
、
こ
れ
は
「
加
地
子
」
に
当
た
る
た
め
納
得
で
き
な
い
と
い
う
も
の
。
個
は

鍬
下
年
季
中
の
見
取
米
廃
止
を
要
求
し
、
酌
は
近
年
社
倉
穀
の
貸
付
利
息
が
一

割
か
ら
一
割
五
分
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
「
利
足
米
者
何
二
相
成
供
哉
」

と
そ
の
利
足
米
の
使
途
に
疑
問
を
い
だ
い
た
む
の
で
あ
っ
た
。
.

こ
れ
ら
諸
要
求
に
対
す
る
藩
側
の
回
答
は
若
干
を
除
け
は
、
「
右
ヶ
条
之
内

趣
法
米
取
立
方
、
其
外
数
十
ヶ
条
江
当
り
追
々
判
断
可
近
事
二
相
成
居
候
得(7
)

共
、
何
敷
多
端
之
ヶ
条
由
、
急
二
難
約
二
付
先
ツ
当
年
之
義
ハ
是
迄
仕
釆
之
通
」

り
に
す
る
よ
う
明
確
な
回
答
を
避
け
て
い
る
。
て
れ
は
諸
要
求
の
拒
否
に
は
か

(
8
)

た
ら
な
い
が
、
慶
応
三
年
一
二
月
割
庄
屋
五
人
へ
〓
ハ
条
に
わ
た
る
条
々
を
下

し
て
お
り
、
こ
れ
を
一
応
の
藩
当
局
の
姿
勢
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

は
、
「
百
姓
共
当
春
不
風
俗
二
付
而
御
懸
引
被
下
候
義
ニ
ハ
決
而
無
之
、
時
合

之
所
ヲ
以
御
仕
法
御
転
法
被
下
供
事
二
付
」
と
断
わ
っ
て
あ
る
が
、
一
揆
の
影

響
は
大
き
い
。
し
か
し
こ
れ
は
前
述
し
た
諸
要
求
に
必
ず
し
も
対
応
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
政
策
全
体
と
し
て
み
て
も
き
わ
め
て
予
盾
に
み
ち
て
お
り
、
幕
末
期

藩
権
力
の
混
迷
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
全
体
的
な
分
析
は
後
考
を
期

し
、
こ
こ
で
は
二
、
三
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

表
1
4
に
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
み
た
。
表
中
の
1
6
は
要
求
叫
に
、
1
3
は
要
求

川
に
対
応
し
て
い
る
。
1
3
は
「
仁
政
」
の
た
め
で
は
な
く
本
百
姓
維
持
を
め
ざ

し
た
も
の
で
あ
る
。
.
ほ
か
に
も
2
3
1
2
な
ど
本
百
姓
維
持
あ
る
い
は
良
民
の
保

護
と
い
う
側
面
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
.
4
5
な
ど
そ
れ
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
事

項
も
み
ら
れ
る
。
1
5
の
条
項
は
「
地
築
麒
不
容
易
事
二
付
先
ツ
妊
相
叶
事
二
相

心
得
、
願
出
之
村
々
其
心
得
ヲ
以
仕
法
立
取
組
事
」
と
あ
り
、
先
の
諸
粟
津
の

表14　郡役所→割庄屋への頭書16条(12月6日)

四

1.国事周旋中につき「隠和静諒」を守ること

2.極悪渋者を揚百姓とすることを禁ずる

3.建渋百姓の保護

4.貸米の禁止

5.百姓相続方に関する歎餌の禁止

6.「来春A立入精々相励む」こと

7.公事訴訟等は「急院分λ取始」めること

8.作食米の石教は「誠実之所取約」め報告すること

9.売上米も同上のこ~と

10.普請所の入用米の報告

11.善大兵街・久太郎の心付内密書は却下する

12.「水超村不約人別」は庄昆信太郎の貸米で上納すること

13.田地は当幕より「当人多分愁不穏成」程度で藩が買戻し、その代鍛は無利足

とする

14.売下米は取立代盟上納の程度に応じ歳出を許す

15.地粟は「不容易」につきできない

16.相克・閑地の見取米に不当なところがあれは割庄屋の取調べを受けること・

注)伊吹家文書「君臣中諸相橿」(慶応3年)による



表15　割庄屋→郡役所への頭書27条(10月)

慶
応
三
年
備
後
国
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

ニ1

要`　　求　　　　事　　　　項

村
　
役
　
人
　
関
　
連
　
事
　
項

4.割庄屋元下宿賃米は比和・新市・宮内・三日市の4ヶ所へも該当

させる

8.割庄星の三次宿賃米を郡割人とする

9.通尻不足は旧来の通り下札にて取立てることに複活させる

10.長百姓・五人頭の出飯米を村負担とする

11.割庄星・庄屋・組頭等村役人の出飯米を増加する

12.「居宅二両相勤」の出勤は庄星・組頭とも1日2升の賃米とする

13.「差経事相的侠得老」居宅賄であっても1日2升の賃米とする

14.郡辻・組辻の出勤は郡割、村辻・人別経は村割とする

15.郡用にて三次等へ出勤の場合は手速夫等は禁止、飛脚賃の使用は

許可

16.庄星の筆墨紙・灯油代は「近年御定之通院而ハ理相凌」につき増

加

18.割庄屋出飯米の改法

21.諸給米の増加

1.比和・高野山組の授上米駄賃は作食借高の割合で徴収する

2.軍用夫賃米の処置は藩の指示があるまで、村方で「小内取引」は

処理しておく

3.三次船渡賃米負担半減、しかし「多分之村方」は全額納入

5.趣法米・作食米の返上は、難渋村にかぎり、延期させる

6.三次蔵約の村方に何らかの便宜をはかる

7.三次下宿賃米を負担している村は以前通り免割立とする

17.五軒組の改法

19.五人頭設置の再考

20.毛上合力米の改法

22.夫割の改法

23.組合割の復活

24.浮出入用米を免割人とする

25.寺社初穂鉱の正米上納化

26.1年限りの臨時村辻小人用を免割人とする

27.「御公人様御昼泊り御賄足銀」を5増倍とする

×

〇

〇

〇

注)伊吹家文書「郡中諸相帳」(慶応3年)による。可否は藩の回答であるが、

無印のものは「判断」を示す。,なお番号は原史料の順番を示す。
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山
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は
か
に
も
、
地
無
し
の
要
求
が
い
く
つ
か
の
村
々
で
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
地
無
し
要
求
は
す
で
に
文
化
年
間
よ
り
存
在
し
て
い
た
が
(
煩
「
老

の
翠
巨
)
、
こ
こ
で
あ
ら
た
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
質
地
取
戻
し
と
と
も

に
注
目
さ
れ
る
。
前
節
4
と
く
に
㊧
忠
七
・
㊥
喜
作
の
生
産
力
的
諸
条
件
に
か

ん
が
み
れ
ば
、
地
無
し
要
求
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。
そ
の
ほ
か
8
の
作

食
米
に
関
す
る
処
置
は
、
事
実
上
要
求
の
を
拒
否
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
以

上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
藩
権
力
は
農
村
社
会
に
生
起
す
る

諸
矛
盾
を
解
決
す
べ
き
方
策
も
そ
の
意
欲
す
ら
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た

二
六

す
べ
き
で
あ
る
。

註
(
l
)
　
「
恵
蘇
郡
村
々
徒
党
之
節
諸
控
」
、
「
郡
中
邑
口
.
〓
U
L
。

(
2
)
(
3
)
　
寛
政
二
年
「
恵
蘇
郡
田
原
村
三
子
夫
之
儀
御
受
容
印
形
帳
」

と
評
価
で
き
る
.
。

(
9
)

さ
て
一
揆
勢
は
そ
の
後
、
諸
要
求
を
撤
回
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
背

景
に
は
村
役
人
層
の
反
撃
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
慶
応

(
1
0
)

三
年
一
〇
月
割
庄
屋
か
ら
郡
役
所
に
提
出
さ
れ
た
頭
書
(
表
1
5
)
を
紹
介
し
、

村
役
人
の
動
向
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
く
。
下
段
に
み
ら
れ
る
村
入
用
関
連
事

項
は
、
基
本
的
に
晨
民
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
が
、
上
段
の
村
役

人
に
関
す
る
規
定
は
一
揆
の
要
求
に
逆
行
す
る
内
容
で
あ
る
。
村
役
人
の
出
飯

米
増
加
、
要
求
何
で
廃
止
と
さ
れ
た
筆
墨
紙
代
の
増
加
、
さ
ら
に
は
「
諸
給
米

近
年
之
御
定
二
而
老
難
被
相
行
村
方
も
有
之
」
に
つ
き
増
加
と
い
う
よ
う
に
、

一
揆
の
要
求
と
其
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
1
2
1
3
は
村
役
人
の

特
権
拡
大
を
露
骨
に
表
明
し
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
1
2
は
「
居
宅
二
而
相
勒
井

居
村
二
而
居
宅
賄
之
出
勤
ハ
、
庄
屋
組
頭
共
無
差
別
一
日
弐
升
ツ
ゝ
、
但
人
足

不
相
立
」
と
疏
い
出
て
い
る
が
、
さ
す
が
に
浮
当
局
も
「
不
審
」
と
し
て
認
可

を
避
け
て
い
る
。
上
段
で
認
可
さ
れ
て
い
る
項
目
は
三
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
割

庄
屋
の
要
求
そ
れ
自
体
に
、
村
役
人
層
　
-
一
般
良
民
層
の
鋭
い
対
立
を
看
取

(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(

9　8　7　6　5　4
)　　　　　)　　　　　)　　　　　)　　　　　)　　　　　)

(
『
第
一
期
資
料
集
」
所
収
)
。

「
安
芸
風
土
記
　
巻
十
五
」
。

伊
吹
家
文
書
「
郡
中
諸
相
帳
」
(
慶
応
四
年
)
。

「
郡
中
邑
[
=
-
H
U
」
。

伊
吹
家
文
書
「
御
紙
上
和
帳
」
(
慶
応
三
年
)
。

「
郡
中
諸
相
帳
」
(
慶
応
三
年
)
。

伊
吹
家
文
書
「
御
用
控
」
、
「
御
紙
上
相
帳
」
(
以
上
、
慶
応
三
年
)
。

(
1
0
)
　
「
郡
中
講
和
帳
」
(
慶
応
三
年
)
、
な
お
割
庄
足
五
人
は
、
こ
の
一
〇

月
の
頭
書
を
は
じ
め
、
一
二
月
七
日
、
同
二
二
日
と
数
回
に
わ
た
っ
て

村
役
人
層
の
立
場
か
ら
の
窺
書
を
提
出
し
て
い
る
。
麦
1
4
の
1
1
も
そ
れ

に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
恵
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
性
格
と
意
義
に
つ
い
て
考
え
て

お
き
た
い
。
こ
の
一
揆
が
他
郡
へ
の
波
及
性
を
も
た
ず
、
伝
統
的
な
廻
村
方
式

に
ょ
っ
て
整
然
と
行
動
し
て
い
る
の
を
み
る
と
「
百
姓
一
揆
」
と
し
て
の
性
格

が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
神
川
平
助
の
不
正
追
求
に
瑞
を
発
し
た
こ
の
一
揆

は
、
そ
の
内
容
に
固
有
の
村
役
人
層
　
-
一
般
良
民
層
と
い
う
矛
盾
を
學
み
、

か
つ
質
地
取
戻
し
や
公
私
借
財
の
帳
消
し
、
さ
ら
に
は
地
無
し
等
々
を
要
求
し



て
い
る
点
に
お
い
て
「
世
直
し
騒
動
」
的
性
格
も
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
こ
の
一
揆
は
「
百
姓
一
揆
」
か
ら
.
「
世
直
し
騒
動
」
へ
の
転
化
点
に

位
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
慶
応
三
年
一
月
の
竹
原
下
市
打
ち
こ

わ
し
と
と
も
に
、
こ
の
一
揆
が
は
じ
め
て
広
島
淳
に
お
け
る
「
世
直
し
」
状
況

の
到
来
を
告
げ
を
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
恵
蘇
郡
農
村
社
会
に
進
行
し
て
い
た
矛
盾
は
、
村
役
人
層
と
一
般
良
民

層
と
の
矛
盾
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
商
品
生
産
の
発
展
・
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
の

で
は
た
く
、
立
村
の
貧
窮
化
.
過
酷
な
支
配
・
政
策
構
造
の
分
裂
に
よ
る
と
こ

ろ
の
、
村
落
構
造
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
一
般
農
民
層
と
し

た
の
は
多
く
の
良
民
が
貧
窮
化
し
て
い
る
事
実
と
、
村
役
人
屑
と
の
矛
盾
関
係

に
お
け
る
半
プ
ロ
層
の
も
つ
独
自
の
歴
史
的
役
割
を
検
出
し
え
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
で
み
ら
れ
る
「
豪
晨
-
半

プ
ロ
」
的
分
解
と
ほ
対
抗
的
で
あ
り
、
恵
蘇
郡
に
お
い
て
「
あ
ら
た
な
階
級
関

係
」
の
形
成
と
い
う
事
態
は
認
め
が
た
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
が
本
稿
の
ま
と
め
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
明

治
四
年
の
武
一
騒
動
へ
と
至
る
農
村
社
会
と
支
配
の
動
向
、
そ
し
て
そ
こ
に
生

起
す
る
様
々
な
矛
盾
の
展
開
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
表
1
4
・
1
5

は
一
揆
の
結
末
で
は
な
く
、
そ
の
出
発
点
と
な
る
。
(
一
九
八
二
・
四
二
二
二
成
稿
)

<
付
記
>
本
稿
作
成
の
過
程
に
お
い
て
多
く
の
関
係
者
各
位
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ

た
。
一
九
八
一
年
八
月
、
八
二
年
三
月
の
史
料
調
査
に
際
し
、
比
婆
郡
比
和

慶
応
一
二
年
備
後
国
忌
蘇
郡
百
姓
一
揆
の
基
礎
的
研
究
(
中
山
)

町
毛
利
敏
夫
氏
、
近
藤
国
典
氏
、
藤
井
哲
爾
氏
、
田
中
佳
弘
氏
、
高
野
町
岸

博
通
氏
、
庄
原
市
本
郷
町
岩
武
貞
正
氏
、
田
原
町
岩
竹
哲
雄
氏
、
庄
原
市
教

育
委
員
会
土
居
綴
氏
に
は
格
別
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
銘
記
し
、

こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
拙
な
き
草
稿
の
段
階
か
ら
様
々
な

助
言
・
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Fundamental Study on the Eso-gun Hyakusho

Ikki, Bingo Province in 1867

by Tomihiro Nakayama

Shortly before dawn on January 25th, 1867, a peasants' uprising broke out in

the southern part of Hiroshima-haris Eso-gun-which lies within the Chugoku

Sanchi-and quickly spread over the entire gun. The aim of the present essey

is to consider the character and basis of this Eso-gun Hyakusho Ikki.

Insofar as the Eso-gun uprising (1) failed to extend outside Eso-gun itself, and

(2) was mobilized by the traditional technique of having the ikki mob move from

one village to another, it is possible to regard it as traditional peasants uprising.

However, inasmuch as the movement also reflected the inherent contradictions

between village officials and the general peasantry -with the ikki's demans in-

cluding the restoration of pawned land, the cancellation of debts, and the equali-

zation of taxes (jinarashi)-it can also be regarded as a social reform movement

(Yonaoshi sodo). In that sense, the Eso-gun uprising represents a transition from

the traditional hyakusho ikki to the more progressive yonaoshi sodo. Together

with the uchikowashi movement that broke out in Takehara Shimoichi in the

same year, then, this ikki reveals the first development in Hiroshima-han of a

general situation that would generate reform. ..

The basic contradiction developing in the villages of Eso-gun, however.was not

between village officials and an emerging semi-proletariat, but rather between the

officials and the general peasantry. It was the result not of the development ot

commercial farming, but of an agricultural poverty born of excessive exploitation

and the breakdown of the han's agrarian policy. The differentiation taking place

among the peasantry of Eso-gun, therefore, was antipodal to that taking place

along the coast of the Inland Sea, and we cannot detect in it the development

of a "new class relationship,'" i. e., the emergence of a capitalist class relationship,

in Eso-gun.

An Essay on the Classification of the Javanese
Muslim in Indonesia

by Seiji Imanaga

What has been mentioned in the previous article is the outline of our investi-




